
令和7年度　評価規準
学校名：江戸川区立第三葛西小学校

教科 学年

6

18

体育

〇バランスをとったり，体を移動した
り，物を使ったり，力を試したりしたい
ろいろな動きをして，その動きを工夫
する。

第１学年

〇多様な動きをつくる運動遊び

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇多様な動きをつくる運動遊びの行い
方がわかる。
〇姿勢や方向，人数を変えて，回る，
寝転ぶ，起きる，座る，立つなどの動
きやバランスを保つ動きで構成される
運動遊びを通して，体のバランスをと
る動きを身に付けている。
〇姿勢，速さ，リズム，方向などを変え
て，這う，歩く，走る，跳ぶ，はねるなど
の動きで構成される運動遊びや一定
の速さでのかけ足などの運動遊びを
通して，様々な行い方で体を移動する
動きを身に付けることができる。
〇用具をつかむ，持つ，降ろす，回
す，転がす，くぐる，運ぶ，投げる，捕
る，跳ぶ，用具に乗るなどの動きで構
成される運動遊びを通して，用具を操
作する動きを身に付けることができ
る。
〇人を押す，引く，運ぶ，支えるなどし
たり，力比べをしたりするなどの動きで
構成される運動遊びを通して，力を出
しきったり，力を入れたり緩めたりする
力試しの動きを身に付けることができ
る。

〇友達の感想や気付きを聞いたり，友
達の動きを見たりして，できそうな運動
遊びや友達と一緒に行うと楽しい運動
遊びを考え，選んでいる。
〇いろいろな種類の用具の中から操
作しやすい物を考えて選んだり，楽しく
動くことができる場を考えて選んだりし
ている。
〇友達の動きを見て見付けたよい動
きや，行ってみて楽しいと感じた運動
遊びの行い方を友達に伝えている。
〇用具の大きさや種類を変えたり，
様々なやり方を試したりして選んだ行
い方を，動作を交えながら友達に伝え
ている。

〇多様な動きをつくる運動遊びに進ん
で取り組んでいる。
〇順番やきまりを守り，誰とでも仲よく
している。
〇使用する用具の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
〇危険物が無いか，友達とぶつから
ない十分な間隔があるかなどの場の
安全に気を付けている。

Ａ　体つくりの運動遊び
〇体ほぐしの運動遊び

〇みんなでいろいろな運動を行い，体
を動かす楽しさや気持ちよさを味わ
う。

〇体ほぐしの運動遊びの行い方がわ
かる。
〇手軽な運動遊びを行い，体を動か
す楽しさや心地よさを味わうことを通し
て，自己の心と体の変化に気付いた
り，みんなで関わり合ったりすることが
できる。

〇友達の感想や気付きを聞いたり，友
達の動きを見たりして，できそうな運動
遊びや友達と一緒に行うと楽しい運動
遊びを考え，選んでいる。
〇いろいろな種類の用具の中から操
作しやすい物を考えて選んだり，楽しく
動くことができる場を考えて選んだりし
ている。
〇体を動かすと気持ちがよいことや汗
が出ることなどの気付いたことを言葉
で表したり，気持ちを表すカードなどを
用いたりして，友達に伝えている。

〇体ほぐしの運動遊びに進んで取り
組んでいる。
〇順番やきまりを守り，誰とでも仲よく
している。
〇使用する用具の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
〇危険物が無いか，友達とぶつから
ない十分な間隔があるかなどの場の
安全に気を付けている。
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〇複数のコースでいろいろな方向に転
がることができるような場を選んだり，
動物に変身して行う運動遊びの中か
ら動物の動きを選んだりしている。
〇友達のよい動きを擬態語や擬音語
で表現したり，学習カードに書いたりし
ている。

〇マット遊びに進んで取り組んでい
る。
Ｍら鵜順番やきまりを守り，誰とでも仲
よくしている。
〇器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
〇転がったりするときなどに，危ないも
のが無いか，近くに人がいないか，器
械・器具が安全に置かれているかなど
の場の安全に気を付けている。

Ｂ　器械・器具を使っての運動遊び
〇固定施設遊び

〇ジャングルジム，登り棒，肋木の遊
び方を知って，いろいろな遊びを試し
てみる。

〇固定施設を使った運動遊びの行い
方がわかる。
○ジャングルジムを使った運動遊び
・登り下り，渡り歩き，ぶら下がりなど
をすることができる。
○登り棒を使った運動遊び
・登り下りや足抜き回りなどをすること
ができる。
○肋木を使った運動遊び
・登り下りや横移動，壁登り逆立ちな
どをすることができる。

〇それぞれの固定施設を使って，楽し
くできる場や自分の力に合った遊び方
を考え，選んでいる。
〇友達のよい動きを擬態語や擬音語
で表現したり，学習カードに書いたりし
ている。

〇固定施設遊びに進んで取り組んで
いる。
〇順番やきまりを守り，誰とでも仲よく
している。
〇器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
〇跳び下りたりするときなどに，危な
いものが無いか，近くに人がいない
か，器械・器具が安全に置かれている
かなどの場の安全に気を付けている。

〇マット遊び 〇マットを使っていろいろな遊びをす
る。

〇マットを使った運動遊びの行い方が
わかる。
〇ゆりかご，前転がり，だるま転がり，
丸太転がりなど。
・マットに背中や腹をつけて揺れたり，
いろいろな方向に転がったりすること
ができる。
〇うさぎ跳び，かえるの足打ち，壁登
り逆立ち，支持での川跳びなど。
・手や背中で体を支えていろいろな姿
勢で逆立ちしたり，移動したりすること
ができる。
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〇跳び箱遊び 〇いろいろな跳び方で跳んだり，跳び
方を工夫したりして楽しむ。

〇跳び箱を使った運動遊びの行い方
がわかる。
○踏み越し跳び
・片足で踏み切って跳び箱に跳び乗っ
たり，ジャンプをして跳び下りたりする
ことができる。
○支持でまたぎ乗り・またぎ下り，支持
で跳び乗り・跳び下り
・数歩の助走から両足で踏み切り，跳
び箱に両手を着いてまたぎ乗ったり，
またいだ姿勢で手を支点に体重を移
動させてまたぎ下りたりすることができ
る。
・数歩の助走から両足で踏み切り，跳
び箱に両手を着いて両足で跳び乗っ
たり，ジャンプをして跳び下りたりする
ことができる。
○馬跳び，タイヤ跳び
・両手で支持してまたぎ越すことがで
きる。

〇跳び乗った後，手を叩いたり，回っ
たりなど自分の力に合った着地の仕
方を考え，選んでいる。
〇友達のよい跳び方を擬態語や擬音
語で表現したり，学習カードに書いた
りしている。

〇跳び箱遊びに進んで取り組んでい
る。
〇順番やきまりを守り，誰とでも仲よく
している。
〇器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
〇跳び下りたりするときなどに，危な
いものが無いか，近くに人がいない
か，マットや跳び箱などの器械・器具
が安全に置かれているかなどの場の
安全に気を付けている。

〇鉄棒遊び 〇鉄棒の遊び方を知って，いろいろな
遊びを試してみる。

〇鉄棒を使った運動遊びの行い方が
わかる。
〇ふとん干し，さる，だんごむし，ぶら
下がりなど。
・腹や膝，手でぶら下がったり，揺れた
りすることができる。
〇つばめ
・体を伸ばし手で支えバランスをとって
止まることができる。
〇前回り下り，足抜き回り
〇跳び上がり，後ろ跳び下り
・跳び上がって支持して下りたり，支持
の姿勢で体を揺らして後ろに跳び下り
たりすることができる。
・支持の姿勢から体を丸めて前に回っ
て下りたり，両手でぶら下がって前後
に足抜き回りをしたりすることができ
る。

〇手や足，腹でぶら下がった姿勢で
じゃんけんをしたり，支持して体を揺ら
して遠くへ跳ぶ競争をしたりするなど，
自分の力に合った楽しくできる遊び方
を考え，選んでいる。
〇友達のよい動きを擬態語や擬音語
で表現したり，学習カードに書いたりし
ている。

〇鉄棒遊びに進んで取り組んでいる。
〇順番やきまりを守り，誰とでも仲よく
している。
〇器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
〇跳び下りたりするときなどに，危な
いものが無いか，近くに人がいない
か，器械・器具が安全に置かれている
かなどの場の安全に気を付けている。
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Ｃ　走・跳の運動遊び
〇かけっこ

〇いろいろなくねくねコースを作って
走ったり，友達の作ったコースを走っ
たりする。

〇くねくねコースを走るかけっこの行
い方がわかる。
〇まっ直ぐなところや蛇行したところを
調子よく走ることができる。
〇最後まで全力で走ることができる。

〇直線や曲線，ジグザグなどいろいろ
なくねくね走のコースを工夫して作って
いる。
〇くねくね走の感想や走り方のポイン
ト，友達のよい走り方を書いたり，発表
したりして友達に伝えている。

〇かけっこに進んで取り組んでいる。
〇順番やきまりを守り，誰とでも仲よく
している。
〇勝敗を受け入れている｡
〇使用する用具の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
〇走る場所に危険物が無いか，友達
とぶつからない十分な間隔があるかな
どの場の安全に気を付けている。

〇ハードルリレー 〇いろいろなコースを作って走って跳
び越したり，リレーをしたりする。

〇ハードルリレーの行い方がわかる。
〇いろいろな間隔に並べられた低い
障害物を走り越えることができる。
〇相手の手の平にタッチをして走るこ
とができる。
〇低い障害物を置いた蛇行したコー
スやまっ直ぐなコースをバランスよく最
後まで調子よく走り越すことができる。

〇ハードルリレーのコースを工夫して
作っている。
〇ハードルリレーの感想や走り方のポ
イント，友達のよい走り方や引き継ぎ
方を書いたり，発表したりして友達に
伝えている。

〇・ハードルリレーに進んで取り組ん
でいる。
〇順番やきまりを守り，誰とでも仲よく
している。
〇勝敗を受け入れている｡
〇使用する用具の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
〇走る場所に危険物が無いか，友達
とぶつからない十分な間隔があるかな
どの場の安全に気を付けている。

〇幅跳び遊び 〇いろいろな川を作って跳んだり，跳
び比べをしたりする。

〇幅跳び遊びの行い方がわかる。
〇片足跳びや両足跳びでしっかり地
面を蹴っていろいろな川を連続して前
方に跳ぶことができる。
〇助走を付けて片足でしっかり地面を
蹴って前方に跳ぶことができる。

〇幅跳び遊びのいろいろな場を工夫
して作っている。
〇自分の力に合った跳ぶ場を選んで
いる。
〇幅跳び遊びの感想や跳び方のポイ
ント，友達のよい跳び方を書いたり，
発表したりして友達に伝えている。

〇幅跳び遊びのいろいろな場を工夫
して作っている。
〇自分の力に合った跳ぶ場を選んで
いる。
〇幅跳び遊びの感想や跳び方のポイ
ント，友達のよい跳び方を書いたり，
発表したりして友達に伝えている。
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Ｄ　水遊び 〇約束を守って，いろいろな水遊びを
する。

【水の中を移動する運動遊び】
・水の中を移動する運動遊びの行い
方がわかる。
・胸まで水につかって大きく息を吸った
り吐いたりすることができる。
・水を手ですくって体のいろいろな部分
にかけたり，いろいろな方向に飛ばし
たり，友達と水をかけ合ったりすること
ができる。
・カニ，ウサギ，ワニなど動物のまねを
しながら歩いたり，腰や膝を伸ばした
一直線の姿勢になり手を使って歩い
たりすることができる。
・水につかっての電車ごっこや鬼遊び
などで，水の抵抗や浮力に負けないよ
うに，自由に歩いたり走ったり，方向を
変えたりすることができる。

【もぐる・浮く運動遊び】
・もぐる・浮く運動遊びの行い方がわか
る。
・水に顔をつけたり，もぐって目を開け
たりすることができる。
・水中で息を止めたり吐いたりしながら
じゃんけんやにらめっこ，宝探しなど
のもぐる遊びをすることができる。
・浮力に負けないように，手や足を
使っていろいろな姿勢でもぐることが
できる。
・壁や補助具につかまったり，友達に
支えてもらったりしていろいろな姿勢で
浮くことができる。
・補助具や友達につかまり，体を伸ば
した姿勢にして浮いて進むことができ
る。

〇自分の力に合った水の中でできる
動物の動きを選んだり，友達が選んだ
動物の動きを取り入れたりしている。
○ｊ試した動物の動きや，友達が行っ
た動物のよい動きを伝えている。
〇楽しくできる水遊びの場や遊び方を
工夫し，選んでいる。
〇友達の水中でのよい移動の仕方や
もぐり方・浮き方を見付けたり，考えた
りしたことを友達に伝えている。

〇水遊びに進んで取り組んでいる。
〇順番やきまりを守り，誰とでも仲よく
している。
〇使用する用具の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
〇準備運動や整理運動をしっかり行
う，丁寧にシャワーを浴びる，プール
サイドは走らない，プールに飛び込ま
ない，友達とぶつからないように動くな
どの水遊びの心得を守っている。ま
た，水遊びをする前には，体（爪，耳，
鼻，頭髪等）を清潔にしている。
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E　ゲーム
〇いろいろな鬼遊び

〇逃げ方や捕まえ方を工夫して，いろ
いろな鬼遊びをする。

〇鬼遊びの行い方がわかる。
〇相手（鬼）にタッチされないように，
空いている場所を見付けて，速く走っ
たり，急に曲がったり，身をかわしたり
することができる。
〇相手（鬼）のいない場所に移動した
り，駆け込んだりすることができる。
〇少人数で連携して相手（鬼）をかわ
したり，走り抜けたりすることができ
る。
〇逃げる相手を追いかけてタッチした
り，マーク（タグなど）を取ったりするこ
とができる。

〇楽しく鬼遊びをするための遊び方や
規則の中から，自分の力に合った遊
び方や規則を選んでいる。
〇少人数で連携して相手(鬼)をかわし
たり，走り抜けたりする行い方につい
て，動作や言葉で友達に伝えている。

〇・鬼遊びに進んで取り組んでいる。
〇順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
〇勝敗を受け入れている。
〇使用する用具等の準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
〇危険物が無いか，安全にゲームが
できるかなどの場の安全に気を付け
ている。

〇ボール投げゲーム(ながれぼしゲー
ム)

〇投げ方や攻め方を工夫してながれ
ぼしゲームをする。

〇ながれぼしゲームの行い方がわか
る。
〇ポリ袋に入れたボールを相手コート
のねらったところに投げて，得点する
ことができる。
〇相手コートにボールを投げ入れた
り，捕ったりすることができる。
〇ボールが飛んでくるコースに入るこ
とができる。
〇ボールを操作できる位置に動くこと
ができる。

〇楽しくながれぼしゲームをするため
の規則の中から，自分の力に合った
規則を選んでいる。
〇相手コートにボールを落とすための
攻め方を話し合って考えている。
〇友達がしているよい動きを見付け
て，友達に伝えている。
〇ボールを投げたり捕ったりすること
やコースへの入り方など，自分で考え
て行った工夫を，動作や言葉で友達に
伝えている。

〇ながれぼしゲームに進んで取り組
んでいる。
〇順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
〇勝敗を受け入れている。
〇使用する用具等の準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
〇危険物が無いか，安全にゲームが
できるかなどの場の安全に気を付け
ている。

〇ボール投げゲーム（的当てゲーム） 〇ボールの投げ方や，的の狙い方を
工夫して，ボール投げゲームをする。

〇的に当てるボール投げゲームの行
い方がわかる。
〇ねらったところにボールを投げて，
的に当てたり得点したりすることがで
きる。
〇ボールを手で捕ったり，手や足では
じいたりすることができる。
〇ボールが飛んでくるコースに入るこ
とができる。
〇ボールを操作できる位置に動くこと
ができる。

〇楽しくボール投げゲームをするため
の規則の中から，自分の力に合った
規則を選んでいる。
〇的に当てるためのボールの投げ方
や攻め方を話し合って考えている。
〇友達がしているよい動きを見付け
て，友達に伝えている。
〇ボールを捕ったり止めたりすること
やコースへの入り方など，自分で考え
て行った工夫を，動作や言葉で友達に
伝えている。

〇ボール投げゲームに進んで取り組
んでいる。
〇順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
〇勝敗を受け入れている。
〇使用する用具等の準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
〇危険物が無いか，安全にゲームが
できるかなどの場の安全に気を付け
ている。
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〇ボール蹴りゲーム（的当てゲーム） 〇蹴り方や攻め方を工夫して，的当て
ゲームをする。

〇的に当てるボール蹴りゲームの行
い方がわかる。
〇ねらったところにボールを蹴って，
的に当てたり得点したりすることがで
きる。
〇ボールを手や足で止めたりはじいた
りすることができる。
〇ボールが飛んでくるコースに入るこ
とができる。
〇ボールを操作できる位置に動くこと
ができる。

〇しくボール蹴りゲームをするための
規則の中から，自分の力に合った規
則を選んでいる。
〇的に当てるためのボールの蹴り方
や攻め方を話し合って考えている。
〇友達がしているよい動きを見付け
て，友達に伝えている。
〇ボールを捕ったり止めたりすること
やコースへの入り方など，自分で考え
て行った工夫を，動作や言葉で友達に
伝えている。

〇ボール蹴りゲームに進んで取り組
んでいる。
〇順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
〇勝敗を受け入れている。
〇使用する用具等の準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
〇危険物が無いか，安全にゲームが
できるかなどの場の安全に気を付け
ている。

〇表現遊び・いろいろなものに変身！ 〇いろいろなものに変身して全身で楽
しく踊る。

〇表現遊びの行い方がわかる。
〇いろいろな変身対象の特徴や様子
を具体的な動きでいくつか捉え，跳
ぶ，回る，ねじる，這う，素早く走る，
高・低の差や速さに変化のある動きな
どの全身の動きで即興的に踊ることが
できる。
〇動きの中に急変する場面を入れ
て，簡単な話にして続けて踊ることが

〇動きで表せる変身対象の特徴的な
様子を捉え，表現したい対象の動きを
選んでいる。
〇友達のよい動きを見付けたり，考え
たりしたことを発表などで友達に伝え
ている。

〇表現遊びに進んで取り組んでいる。
〇表現遊びに取り組む際に，誰とでも
仲よくしている。
〇場の設定や使った用具の片付け
を，友達と一緒にしている。
〇友達とぶつからないように周りの安
全に気を付けて踊っている。

F　表現リズム遊び
〇表現遊び・大好き！動物ランド

〇いろいろな動物になりきって全身で
楽しく踊る。

〇表現遊びの行い方がわかる。
〇いろいろな動物の特徴や様子を具
体的な動きでいくつか捉え，跳ぶ，回
る，ねじる，這う，素早く走る，高・低の
差や速さに変化のある動きなどの全
身の動きで即興的に踊ることができ
る。
〇動きの中に「大変だ！○○だ！」な
ど，急変する場面を入れて簡単な話に
して続けて踊ることができる。

〇いろいろな動物の特徴的な様子を
捉え，表現したい動物の動きを選んで
いる。
〇友達のよい動きを見付けたり，考え
たりしたことを発表などで友達に伝え
ている。

〇表現遊びに進んで取り組んでいる。
〇表現遊びに取り組む際に，誰とでも
仲よくしている。
〇場の設定や使った用具の片付け
を，友達と一緒にしている。
〇友達とぶつからないように周りの安
全に気を付けて踊っている。

〇ボール運び鬼 〇走り方や攻め方を工夫して，ボール
運び鬼をする。

〇ボール運び鬼の行い方がわかる。
〇相手（鬼）にタグを取られないよう
に，空いている場所を見付けて，速く
走ったり，急に曲がったり，身をかわし
たりすることができる。
〇相手（鬼）のいない場所に移動した
り，駆け込んだりすることができる。
〇少人数で連携して相手（鬼）をかわ
したり，走り抜けたりすることができ
る。
〇逃げる相手を追いかけてタグを取る
ことができる。

〇楽しくボール運び鬼ができるための
遊び方の中から，自分の力に合った
規則を選んでいる。
〇タグを取られずに，ボールをゴール
まで運ぶための攻め方を話し合って考
えている。
〇少人数で連携して相手(鬼)をかわし
たり，走り抜けたりする行い方につい
て，動作や言葉で友達に伝えている。

〇ボール運び鬼に進んで取り組んで
いる。
〇順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
〇勝敗を受け入れている。
〇使用する用具等の準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
〇危険物が無いか，安全にゲームが
できるかなどの場の安全に気を付け
ている。
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〇リズム遊び 〇リズムに乗って弾んで踊ったり，友
達と一緒に踊ったりする。

〇リズム遊びの行い方がわかる。
〇へそ（体幹部）でリズムに乗って，ス
キップなどで弾む動きを中心に，ねじ
る，回る，移動するなどの動きを繰り
返して即興的に踊ることができる。
〇ジェンカは，軽やかに体を弾ませな
がら踊ることができる。

〇手をたたいたり，ジャンプしたりなど
の動きを取り入れたりして工夫してい
る。
〇友達のよい動きを見付けたり，考え
たりしたことを発表などで友達に伝え
ている。

〇リズム遊びに進んで取り組んでい
る。
〇リズム遊びに取り組む際に，誰とで
も仲よくしている。
〇」場の設定や使った用具の片付け
を，友達と一緒にしている。
〇友達とぶつからないように周りの安
全に気を付けて踊っている。
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5

体育 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ａ　体つくりの運動遊び
〇体ほぐしの運動遊び

・みんなでいろいろな運動を行い，体
を動かす楽しさや気持ちよさを味わ
う。

・体ほぐしの運動遊びの行い方がわか
る。
・手軽な運動遊びを行い，体を動かす
楽しさや心地よさを味わうことを通し
て，自己の心と体の変化に気付いた
り，みんなで関わり合ったりすることが
できる。

・友達の感想や気付きを聞いたり，友
達の動きを見たりして，できそうな運動
遊びや友達と一緒に行うと楽しい運動
遊びを考え，選んでいる。
・いろいろな種類の用具の中から操作
しやすい物を考えて選んだり，楽しく動
くことができる場を考えて選んだりして
いる。
・体を動かすと気持ちがよいことや汗
が出ることなどの気付いたことを言葉
で表したり，気持ちを表すカードなどを
用いたりして，友達に伝えている。

・体ほぐしの運動遊びに進んで取り組
んでいる。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・危険物が無いか，友達とぶつからな
い十分な間隔があるかなどの場の安
全に気を付けている。
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〇多様な動きをつくる運動遊び ・バランスをとったり，体を移動したり，
物を使ったり，力試しをしたりする，い
ろいろな動きを楽しむ。
・動きを考えたり友達の考えた動きに
挑戦したりする。

・多様な動きをつくる運動遊びの行い
方がわかる。
（ア）体のバランスをとる運動遊び
　姿勢や方向，人数を変えて，回る，
寝転ぶ，起きる，座る，立つなどの動
きやバランスを保つ動きで構成される
運動遊びを通して，体のバランスをと
る動きを身に付けることができる。
（イ）体を移動する運動遊び
　姿勢，速さ，リズム，方向などを変え
て，這う，歩く，走る，跳ぶ，はねるなど
の動きで構成される運動遊びや一定
の速さでのかけ足などの運動遊びを
通して，様々な行い方で体を移動する
動きを身に付けることができる。
（ウ）用具を操作する運動遊び
　用具をつかむ，持つ，降ろす，回す，
転がす，くぐる，運ぶ，投げる，捕る，
跳ぶ，用具に乗るなどの動きで構成さ
れる運動遊びを通して，用具を操作す
る動きを身に付けることができる。
（エ）力試しの運動遊び
　人を押す，引く，運ぶ，支えるなどし
たり，力比べをしたりするなどの動きで
構成される運動遊びを通して，力を出
しきったり，力を入れたり緩めたりする
力試しの動きを身に付けることができ
る。

・友達の感想や気付きを聞いたり，友
達の動きを見たりして，できそうな運動
遊びや友達と一緒に行うと楽しい運動
遊びを考え，選んでいる。
・いろいろな種類の用具の中から操作
しやすい物を考えて選んだり，楽しく動
くことができる場を考えて選んだりして
いる。
・友達の動きを見て見付けたよい動き
や，行ってみて楽しいと感じた運動遊
びの行い方を友達に伝えている。
・用具の大きさや種類を変えたり，
様々なやり方を試したりして選んだ行
い方を，動作を交えながら友達に伝え
ている。

・多様な動きをつくる運動遊びに進ん
で取り組んでいる。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・危険物が無いか，友達とぶつからな
い十分な間隔があるかなどの場の安
全に気を付けている。

Ｂ　器械・器具を使っての運動遊び
〇固定施設遊び

・固定施設のいろいろな遊び方に挑戦
し，遊び方を工夫したり，できる遊び方
を繋いだりする。

・固定施設を使った運動遊びの行い
方がわかる。
○ジャングルジムを使った運動遊び
・登り下り，渡り歩き，逆さの姿勢など
をすることができる。
○雲梯を使った運動遊び
・懸垂移行や渡り歩きなどをすること
ができる。
○登り棒を使った運動遊び
・登り下りや逆さの姿勢などをすること
ができる。
○平均台を使った運動遊び
・渡り歩きや跳び下りなどをすることが
できる。

・それぞれの固定施設を使って，楽しく
できる場や自分の力に合った遊び方
を考え，選んでいる。
・友達のよい動きを擬態語や擬音語で
表現したり，学習カードに書いたりして
いる。

・固定施設遊びに進んで取り組んでい
る。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・跳び下りたりするときなどに，危ない
ものが無いか，近くに人がいないか，
器械・器具が安全に置かれているか
などの場の安全に気を付けている。



令和7年度　評価規準
学校名：江戸川区立第三葛西小学校

4

4

〇マット遊び ・マットを使っていろいろな遊びをす
る。

・マットを使った運動遊びの行い方が
わかる。
○ゆりかご，前転がり，後ろ転がり，丸
太転がりなど。
・マットに背中や腹をつけて揺れたり，
いろいろな方向に転がったりすること
ができる。
○背支持倒立（首倒立），うさぎ跳び，
かえるの足打ち，かえるの逆立ち，壁
登り逆立ち，支持での川跳び，ブリッ
ジなど。
・手や背中で体を支えていろいろな姿
勢で逆立ちしたり，移動したり，体を反
らしてブリッジをしたり，友達がつくった
ブリッジをくぐったりすることができる。

・複数のコースでいろいろな方向に転
がることができるような場を選んだり，
動物に変身して行う運動遊びの中か
ら動物の動きを選んだりしている。
・友達のよい動きを擬態語や擬音語で
表現したり，学習カードに書いたりして
いる。

・マット遊びに進んで取り組んでいる。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・転がったりするときなどに，危ないも
のが無いか，近くに人がいないか，器
械・器具が安全に置かれているかなど
の場の安全に気を付けている。

〇鉄棒遊び ・いろいろな遊び方に挑戦し，遊び方
を工夫したり，できる遊び方を繋いだり
する。

・鉄棒を使った運動遊びの行い方が
わかる。
○ふとん干し，こうもり，さるなど。
・腹や膝，手でぶら下がったり，揺れた
りすることができる。
○つばめ
・体を伸ばし手で支えバランスをとって
止まることができる。
○跳び上がりや跳び下り
・跳び上がって支持して下りたり，支持
の姿勢で体を揺らして後ろに跳び下り
たりすることができる。
○前回り下り，足抜き回り
・支持の姿勢から体を丸めて前に回っ
て下りたり，両手でぶら下がって前後
に足抜き回りをしたりすることができ
る。

・手や足，腹でぶら下がった姿勢で
じゃんけんをしたり，支持して体を揺ら
して遠くへ跳ぶ競争をしたりするなど，
自分の力に合った楽しくできる遊び方
を考え，選んでいる。
・友達のよい動きを擬態語や擬音語で
表現したり，学習カードに書いたりして
いる。

・鉄棒遊びに進んで取り組んでいる。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・跳び下りたりするときなどに，危ない
ものが無いか，近くに人がいないか，
器械・器具が安全に置かれているか
などの場の安全に気を付けている。
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〇跳び箱遊び ・いろいろな跳び方で跳んだり，跳び
方を工夫したりして楽しむ。

・跳び箱を使った運動遊びの行い方が
わかる。
○踏み越し跳び
・片足で踏み切って跳び箱に跳び乗っ
たり，ジャンプをして跳び下りたりする
ことができる。
○支持でまたぎ乗り・またぎ下り，支持
で跳び乗り・跳び下り
・数歩の助走から両足で踏み切り，跳
び箱に両手を着いてまたぎ乗ったり，
またいだ姿勢で手を支点に体重を移
動させてまたぎ下りたりすることができ
る。
・数歩の助走から両足で踏み切り，跳
び箱に両手を着いて両足で跳び乗っ
たり，ジャンプをして跳び下りたりする
ことができる。
○馬跳び，タイヤ跳び
・両手で支持してまたぎ越すことがで
きる。

・跳び乗った後，手を叩いたり，回った
りなど自分の力に合った着地の仕方
を考え，選んでいる。
・友達のよい跳び方を擬態語や擬音
語で表現したり，学習カードに書いた
りしている。

・跳び箱遊びに進んで取り組んでい
る。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・跳び下りたりするときなどに，危ない
ものが無いか，近くに人がいないか，
マットや跳び箱などの器械・器具が安
全に置かれているかなどの場の安全
に気を付けている。

Ｃ　走・跳の運動遊び
〇かけっこ・リレー

・いろいろなジグザグコースを作って
走ったり，友達と競走したりする。

・かけっこ・リレーの行い方がわかる。
・まっ直ぐなところや蛇行したところを
調子よく走ることができる。
・相手の手の平にタッチをしたりして走
ることができる。
・最後まで全力で走ることができる。

・ジグザグ走のコースや折り返しリレー
のコースを工夫して作っている。
・ジグザグ走の感想や走り方のポイン
ト，友達のよい走り方を書いたり，発表
したりして友達に伝えている。

・かけっこ・リレーに進んで取り組んで
いる。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・勝敗を受け入れている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・走る場所に危険物が無いか，友達と
ぶつからない十分な間隔があるかな
どの場の安全に気を付けている。

〇ハードルリレー ・いろいろなコースを作り，走って跳び
越したり，自分や友達の作ったコース
でリレーをしたりする。

・ハードルリレーの行い方がわかる。
・いろいろな間隔に並べられた高さの
違う障害物を走り越えることができる。
・リレーにおけるバトンの受け渡しをス
ムーズに行うことができる。
・低い障害物を置いた蛇行したコース
やまっ直ぐなコースをバランスよく最後
まで調子よく走り越すことができる。

・ハードルリレーのコースをいろいろな
用具を使い，置き方を工夫して作って
いる。
・ハードルリレーの感想や走り方のポ
イント，友達のよい走り方や引き継ぎ
方を書いたり，発表したりして友達に
伝えている。

・ハードルリレーに進んで取り組んで
いる。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・勝敗を受け入れている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・走る場所に危険物が無いか，友達と
ぶつからない十分な間隔があるかな
どの場の安全に気を付けている。
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〇ボール投げ遊び ・いろいろな場でボールを投げ，友達
とボール投げ競争をする。

・ボール投げ遊びの行い方がわかる。
・体重移動を行い，ボールを遠くに投
げることができる。

・ボールを遠くに投げるための投げ方
を工夫したり，練習の場を選んだりし
ている。
・ボール投げ遊びの感想や投げ方の
ポイント，友達のよい投げ方を書いた
り，発表したりして友達に伝えている。

・ボール投げ遊びに進んで取り組んで
いる。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている。
・ボールを投げる場所に危険物が無
いか，友達とぶつからない十分な間隔
があるかなどの場の安全に気を付け
ている。

〇高跳び遊び ・いろいろな場を選んで，いろいろな跳
び方で高く跳ぶ。

・高跳び遊びの行い方がわかる。
・片足や両足で連続して上方に跳ぶこ
とができる。
・助走を付けて片足でしっかり地面を
蹴って上方に跳ぶことができる。

・高跳び遊びのいろいろな場を工夫し
て作
っている。
・自分の力に合った跳ぶ場を選んでい
る。
・高跳び遊びの感想や跳び方のポイ
ント，友達のよい跳び方を書いたり，
発表したりして友達に伝えている。

・高跳び遊びに進んで取り組んでい
る。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・勝敗を受け入れている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・跳ぶ場所に危険物が無いか，友達と
ぶつからない十分な間隔があるかな
どの場の安全に気を付けている。



令和7年度　評価規準
学校名：江戸川区立第三葛西小学校

8

Ｄ　水遊び ・約束を守って，いろいろな水遊びを
する。

【水の中を移動する運動遊び】
・水の中を移動する運動遊びの行い
方がわかる。
・水につかってのリレー遊び，鬼遊び
などで，水の抵抗や浮力に負けないよ
うに，自由に歩いたり走ったり，方向を
変えたりすることができる。
・手で水をかいたり，足でプールの底
を力強く蹴ったりジャンプをしたりしな
がら速く走ることができる。

【もぐる・浮く運動遊び】
・もぐる・浮く運動遊びの行い方がわか
る。
・水に顔をつけたり，もぐって目を開け
たりすることができる。
・水中で息を止めたり吐いたりしなが
ら，じゃんけんや輪くぐりなどのもぐる
遊びをすることができる。
・浮力に負けないように，手や足を
使っていろいろな姿勢でもぐることが
できる。
・壁や補助具につかまったり，友達に
支えてもらったりしていろいろな姿勢で
浮くことができる。
・補助具や友達につかまり，体を伸ば
した姿勢にして浮いて進むことができ
る。
・息を吸って止め，全身の力を抜いて
いろいろな姿勢で浮くことができる。
・息を止めてもぐり，口や鼻から少しず
つ息を吐きながら水面まで跳び上がっ
て息をまとめて吐いた後，空中ですぐ
に吸ってまたもぐることができる。
・膝を曲げたり伸ばしたりして，跳び上

・楽しくできる水遊びの場や遊び方を
工夫し，選んでいる。
・楽しくできるバブリングやボビングの
遊び方を工夫し，選んでいる。
・友達の水中でのよい移動の仕方や
もぐり方・浮き方を見付けたり，考えた
りしたことを友達に伝えている。
・スムーズに歩いたり走ったりするた
めに，方向や速さを変えるときの手や
足の使い方を見付け，友達に伝えて
いる。

・水遊びに進んで取り組んでいる。
・順番やきまりを守り，誰とでも仲よくし
ている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・準備運動や整理運動をしっかり行
う，丁寧にシャワーを浴びる，プール
サイドは走らない，プールに飛び込ま
ない，友達とぶつからないように動くな
どの水遊びの心得を守っている。ま
た，水遊びをする前には，体（爪，耳，
鼻，頭髪等）を清潔にしている。
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〇ボール運び鬼 ・走り方や攻め方を工夫してボール運
び鬼をする。

・ボール運び鬼の行い方がわかる。
・相手（鬼）にタグを取られないように，
空いている場所を見付けて，速く走っ
たり，急に曲がったり，身をかわしたり
することができる。
・相手（鬼）のいない場所に移動した
り，駆け込んだりすることができる。
・少人数で連携して相手（鬼）をかわし
たり，走り抜けたりすることができる。
・逃げる相手を追いかけてタグを取る
ことができる。

・楽しくボール運び鬼をするための遊
び方の中から，自分の力に合った規
則を選んでいる。
・タグを取られずに，ボールをゴール
まで運ぶための攻め方を話し合って考
えている。
・少人数で連携して相手(鬼)をかわし
たり，走り抜けたりする行い方につい
て，動作や言葉で友達に伝えている。

・楽しくボール投げゲームをするため
の規則の中から，自分の力に合った
規則を選んでいる。
・得点につなげるためのパスの仕方や
ボールの投げ方，攻め方を話し合って
考えている。
・友達がしているよい動きを見付けて，
友達に伝えている。
・ボールを捕ったり止めたりすること
や，パスの仕方，コースへの入り方な
ど，自分で考えて行った工夫を動作や
言葉で友達に伝えている。

・ボール投げゲームに進んで取り組ん
でいる。
・順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
・勝敗を受け入れている。
・使用する用具等の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
・危険物が無いか，安全にゲームがで
きるかなどの場の安全に気を付けて
いる。

E　ゲーム
〇宝取り鬼

・走り方や攻め方を工夫して，宝取り
鬼をする。

・鬼遊びの行い方がわかる。
・相手（鬼）にタグを取られないように，
空いている場所を見付けて，速く走っ
たり，急に曲がったり，身をかわしたり
することができる。
・相手（鬼）のいない場所に移動した
り，駆け込んだりすることができる。
・少人数で連携して相手（鬼）をかわし
たり，走り抜けたりすることができる。
・逃げる相手を追いかけてタグを取る
ことができる。

・ボール運び鬼に進んで取り組んでい
る。
・順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
・勝敗を受け入れている。
・使用する用具等の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
・危険物が無いか，安全にゲームがで
きるかなどの場の安全に気を付けて
いる。

〇ボール投げゲーム ・ボールの投げ方や攻め方を工夫して
ボール投げゲームをする。

・ボール投げゲームの行い方がわか
る。
・ねらったところにボールを投げたり，
パスを出したり，得点したりすることが
できる。
・ボールを捕ったり止めたりすることが
できる。
・ボールが飛んでくるコースに入ること
ができる。
・ボールを操作できる位置に動くことが
できる。

・楽しく宝取り鬼をするための遊び方
の中から，自分の力に合った規則を
選んでいる。
・タグを取られずに，宝を取るための
攻め方を話し合って考えている。
・少人数で連携して相手(鬼)をかわし
たり，走り抜けたりする行い方につい
て，動作や言葉で友達に伝えている。

・宝取り鬼に進んで取り組んでいる。
・順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
・勝敗を受け入れている。
・使用する用具等の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
・危険物が無いか，安全にゲームがで
きるかなどの場の安全に気を付けて
いる。
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〇ボール蹴りゲーム(ドーナツ・サッ
カー)

・蹴り方や攻め方を工夫して，ドーナ
ツ・サッカーをする。

・ドーナツ・サッカーの行い方がわか
る。
・ねらったところにボールを蹴って得点
につなげることができる。
・ボールを止めることができる。
・ボールが転がってくるコースに入るこ
とができる。
・ボールを操作できる位置に動くことが
できる。

・楽しくドーナツ・サッカーをするための
規則の中から，自分の力に合った規
則を選んでいる。
・得点につなげるためのボールの蹴り
方や攻め方を話し合って考えている。
・友達がしているよい動きを見付けて，
友達に伝えている。
・ボールを捕ったり止めたりすること
や，パスの仕方，コースへの入り方な
ど，自分で考えて行った工夫を動作や
言葉で友達に伝えている。

・ドーナツ・サッカーに進んで取り組ん
でいる。
・順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
・勝敗を受け入れている。
・使用する用具等の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
・危険物が無いか，安全にゲームがで
きるかなどの場の安全に気を付けて
いる。

〇ボール蹴りゲーム(キックベース
ボール)

・ボールを蹴って得点を入れたり，
ボールを取ってアウトにしたりして，
キックベースボールをする。

・キックベースボールの行い方がわか
る。
・ねらったところにボールを蹴って得点
につなげることができる。
・ボールを捕ったり止めたりすることが
できる。
・ボールが飛んだり，転がったりしてく
るコースに入ることができる。
・ボールを操作できる位置に動くことが
できる。

・楽しくキックベースボールをするため
の規則の中から，自分の力に合った
規則を選んでいる。
・得点につなげるためのボールの蹴り
方や攻め方を話し合って考えている。
・友達がしているよい動きを見付けて
友達に伝えている。
・ボールを捕ったり止めたりすることや
コースへの入り方など，自分で考えて
行った工夫を動作や言葉で友達に伝
えている。

・キックベースボールに進んで取り組
んでいる。
・順番や規則を守り，誰とでも仲よくし
ている。
・勝敗を受け入れている。
・使用する用具等の準備や片付けを，
友達と一緒にしている。
・危険物が無いか，安全にゲームがで
きるかなどの場の安全に気を付けて
いる。

F　表現リズム遊び
〇表現遊び・遊園地へゴー！

・好きな遊園地の乗り物になりきって，
全身で楽しく踊る。

・表現遊びの行い方がわかる。
・遊園地のいろいろな乗り物の様子を
具体的な動きでいくつか捉え，跳ぶ，
回る，ねじる，這う，素早く走る，高・低
の差や速さに変化のある動きなどの
全身の動きで即興的に踊ることができ
る。
・動きの中に「大変だ！○○だ！」な
ど，急変する場面を入れて簡単な話に
して続けて踊ることができる。

・遊園地のいろいろな乗り物の特徴的
な様子を捉え，表現したい乗り物の様
子を選んでいる。
・友達のよい動きを見付けたり，考え
たりしたことを発表などで友達に伝え
ている。

・表現遊びに進んで取り組んでいる。
・表現遊びに取り組む際に，誰とでも
仲よくしている。
・場の設定や使った用具の片付けを，
友達と一緒にしている。
・友達とぶつからないように周りの安
全に気を付けて踊っている。

〇表現遊び・生き物ランドで変身！ ・いろいろな生き物に変身して全身で
楽しく踊る。

・表現遊びの行い方がわかる。
・いろいろな生き物の特徴や様子を具
体的な動きでいくつか捉え，跳ぶ，回
る，ねじる，這う，素早く走る，高・低の
差や速さに変化のある動きなどの全
身の動きで即興的に踊ることができ
る。
・動きの中に「大変だ！○○だ！」な
ど，急変する場面を入れて簡単な話に
して続けて踊ることができる。

・いろいろな生き物の特徴的な様子を
捉え，表現したい生き物の動きを選ん
でいる。
・友達のよい動きを見付けたり，考え
たりしたことを発表などで友達に伝え
ている。

・表現遊びに進んで取り組んでいる。
・表現遊びに取り組む際に，誰とでも
仲よくしている。
・場の設定や使った用具の片付けを，
友達と一緒にしている。
・友達とぶつからないように周りの安
全に気を付けて踊っている。
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〇リズム遊び ・リズムに乗って弾んで踊ったり，友達
と一緒に踊ったりする。

・リズム遊びの行い方がわかる。
・へそ（体幹部）でリズムに乗って，ス
キップなどで弾む動きを中心に，ねじ
る，回る，移動するなどの動きを繰り
返して即興的に踊ることができる。
・タタロチカは，大きな掛け声をかけた
り，友達の顔を見たりしながら元気に
踊ることができる。

・手をたたいたり，ジャンプしたりなど
の動きを取り入れたりして工夫してい
る。
・友達のよい動きを見付けたり，考え
たりしたことを発表などで友達に伝え
ている。

・リズム遊びに進んで取り組んでい
る。
・リズム遊びに取り組む際に，誰とでも
仲よくしている。
・場の設定や使った用具の片付けを，
友達と一緒にしている。
・友達とぶつからないように周りの安
全に気を付けて踊っている。
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教科 学年

5

体育 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ａ　体つくり運動
〇体ほぐしの運動

・いろいろな体ほぐしの運動を行い，
体を動かす楽しさや心地よさを味わ
う。

・体ほぐしの運動の行い方がわかる。
・手軽な運動を行い，体を動かす楽し
さや心地よさを味わうことを通して，自
己や友達の心と体の状態に気付いた
り，みんなで豊かに関わり合ったりす
ることができる。

・自己の課題を見付け，その課題を解
決するために，様々な運動の行い方
を選んだり，友達と一緒に工夫したり
している。
・新たな運動の行い方を考えたり，友
達と動きを合わせたりして，自分の力
に合った動き方を選んでいる。
・基本的な動きを身に付けるための運
動のポイントや行い方，心と体の変化
について，気づいたり考えたりしたこと
を友達に伝えている。

・体ほぐしの運動に進んで取り組んで
いる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・友達の考えを認めたり，互いの気持
ちを尊重し合ったりしようとしている。
・活動の場の危険物を取り除いたり，
用具や活動する場の安全を確かめた
りしている。
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〇多様な動きをつくる運動 ・体のバランスを取る動き，体を移動
する動き，用具を使った動き，力試し
の動きを身に付け，それらを工夫した
り，組み合わせたりする。

・多様な動きをつくる運動の行い方が
わかる。
（ア）体のバランスをとる運動
　姿勢や方向，人数を変えて，回る，
寝転ぶ，起きる，座る，立つ，渡るなど
の動きやバランスを保つ動きで構成さ
れる運動を通して，体のバランスをと
る動きを身に付けることができる。
（イ）体を移動する運動
　姿勢，速さ，リズム，方向などを変え
て，這う，歩く，走る，跳ぶ，はねる，登
る，下りるなどの動きで構成される運
動や，一定の速さでのかけ足などの
運動を通して，体を移動する動きを身
に付けることができる。
（ウ）用具を操作する運動
　用具をつかむ，持つ，降ろす，回す，
転がす，くぐる，運ぶ，投げる，捕る，
跳ぶ，用具に乗る，跳び越すなどの動
きで構成される運動を通して，巧みに
用具を操作する動きを身に付けること
ができる。
（エ）力試しの運動
人や物を押す，引く，運ぶ，支える，ぶ
ら下がるなどの動きや，力比べをする
などの動きで構成される運動の行い
方を知り，力を出し切ったり力の入れ
方を加減したりする動きができる。
（オ）基本的な動きを組み合わせる運
動
　バランスをとりながら移動する，用具
を操作しながら移動するなど二つ以上
の動きを同時に行ったり，連続して
行ったりする運動を通して，基本的な
動きの組み合わせた動きを身に付け

・自己の課題を見付け，その課題を解
決するために，様々な運動の行い方
を選んだり，友達と一緒に工夫したり
している。
・新たな運動の行い方を考えたり，友
達と動きを合わせたりして，自分の力
に合った動き方を選んでいる。
・基本的な動きを身に付けるための運
動のポイントや行い方，心と体の変化
について，気づいたり考えたりしたこと
を友達に伝えている。

・多様な動きをつくる運動に進んで取
り組んでいる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・友達の考えを認めたり，互いの気持
ちを尊重し合ったりしようとしている。
・活動の場の危険物を取り除いたり，
用具や活動する場の安全を確かめた
りしている。
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Ｂ　器械運動
〇マット運動

・自分の力に合った技を身に付け，で
きる技の繰り返しや，組み合わせ技に
挑戦する。

・マット運動のいろいろな技の行い方
がわかる。
・自分の力に合った回転系（前転など）
や巧技系（壁倒立など）の基本的な技
ができる。
・基本的な技を繰り返したり組み合わ
せたりすることができる。
○前転
○後転
○開脚後転
○補助倒立ブリッジ
○側方倒立回転
○壁倒立
○壁登り倒立
○頭倒立

・学習カード，掲示物などを用いて，自
分の課題を見付けている。
・技のできばえを振り返って，自分の
課題を見付けている。
・自分の課題を解決するために，自分
の力に合った練習の場を選んでいる。
・見付けたポイントや友達の技のでき
ばえなど，課題解決のために考えたこ
とを友達に伝えている。

・マット運動の基本的な技に進んで取
り組んでいる。
・マットなどの器械・器具の正しい使い
方や試技をする前の待ち方，技を観
察するときなどのきまりを守り，誰とで
も仲よく励まし合っている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし
合ったりして，技がうまくできたときの
動き方や気付いたことなどを伝え合う
際に，友達の考えを認めている。
・場の危険物を取り除いたり，器械・器
具の安全を確かめたりするとともに，
試技の開始前の安全を確かめてい
る。

〇鉄棒運動 ・鉄棒の技に挑戦したり，技を組み合
わせたりして楽しむ。

・鉄棒運動のいろいろな技の行い方が
わかる。
・自分の力に合った支持系の基本的
な技ができる。
・基本的な技を繰り返したり組み合わ
せたりすることができる。
○前回り下り
○かかえ込み前回り
○転向前下り
○膝掛け振り上がり
○前方片膝掛け回転
○補助逆上がり
○かかえ込み後ろ回り
○後方片膝掛け回転

・学習カード，掲示物などを用いて，自
分の課題を見付けている。
・技のできばえを振り返って，自分の
課題を見付けている。
・自分の課題を解決するために，自分
の力に合った練習の場を選んでいる。
・見付けたポイントや友達の技のでき
ばえなど，課題解決のために考えたこ
とを友達に伝えている。

・鉄棒運動の基本的な技に進んで取り
組んでいる。
・鉄棒などの器械・器具の正しい使い
方や試技をする前の待ち方，技を観
察するときなどのきまりを守り，誰とで
も仲よく励まし合っている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし
合ったりして，技がうまくできたときの
動き方や気付いたことなどを伝え合う
際に，友達の考えを認めている。
・場の危険物を取り除いたり，器械・器
具の安全を確かめたりするとともに，
試技の開始前の安全を確かめてい
る。
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〇小型ハードル走 ・小型ハードルをいろいろなリズムで
走り越したり，自分に合ったリズムで
走り越したりして，競走する。

・小型ハードル走の行い方がわかる。
・インターバルの距離やいろいろな小
型ハードルの高さに応じて調子よく小
型ハードルを走り越すことができる。
・一定の間隔に並べられた小型ハード
ルを一定のリズム（３歩のリズム）で走
り越すことができる。

・いろいろな小型ハードル走のコース
や，調子よく走り越せるコースを作り，
自分に合ったコースを選んでいる。
・小型ハードル走のポイントがわかり，
自分の課題を見付けている。
・小型ハードル走のポイントについて
見合ったり，教え合ったりしている。
・競走の仕方について考え，競走の規
則などを話し合って決めたり，選んだ
りしている。
・小型ハードル走のポイントや友達の
よい動きなどを，学習カードに記入し
たり，振り返りの時間に発表したり，感
想文を書いたりしている。

・小型ハードル走に進んで取り組んで
いる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友
達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさ
や課題を伝え合ったりするなどの際
に，友達の考えを認めている。
・小型ハードル走をする場所の危険物
を取り除くとともに，用具の安全を確か
めている。

〇跳び箱運動 〇跳び箱運動 ・跳び箱運動のいろいろな技の行い方
がわかる。
・自分の力に合った切り返し系（開脚
跳びなど）や回転系（台上前転など）
の基本的な技ができる。
・基本的な技に十分に取り組んだ上
で，それらの発展技に取り組むことが
できる。
○開脚跳び（発展技：かかえ込み跳
び）
○台上前転
○首はね跳び

・学習カード，掲示物などを用いて，自
分の課題を見付けている。
・技のできばえを振り返って，自分の
課題を見付けている。
・自分の課題を解決するために，自分
の力に合った練習の場を選んでいる。
・見付けたポイントや友達の技のでき
ばえなど，課題解決のために考えたこ
とを友達に伝えている。

・跳び箱運動の基本的な技に進んで
取り組んでいる。
・跳び箱，踏み切り板などの器械・器
具の正しい使い方や試技をする前の
待ち方，技を観察するときなどのきま
りを守り，誰とでも仲よく励まし合って
いる。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし
合ったりして，技がうまくできたときの
動き方や気付いたことなどを伝え合う
際に，友達の考えを認めている。
・場の危険物を取り除いたり，器械・器
具の安全を確かめたりするとともに，
試技の開始前の安全を確かめてい

Ｃ　走・跳の運動
〇かけっこ・リレー

・いろいろなくねくねコースで競走した
り，決まりを決めてリレーをしたりす
る。

・かけっこ・リレーの行い方がわかる。
・スタート姿勢から素早く走り出すこと
ができる。
・真っ直ぐ前を見て，腕を前後に大きく
振って走ることができる。
・走りながら，タイミングよくバトンの受
渡しができる。
・折り返すときにコーナーの内側に体
を軽く傾けて走ることができる。
・最後まで全力で走ることができる。

・工夫してロープを使ったくねくねコー
スや，折り返しリレーなどのコースを
作っている。
・かけっこやリレーのポイントがわか
り，自分の課題を見付けている。
・競走の仕方について考え，競走の規
則などを話し合って決めたり，選んだ
りしている。
・かけっこ・リレーのポイントや友達の
よい動きなどを，学習カードに記入し
たり，振り返りの時間に発表したり，感
想文を書いたりしている。

・かけっこ・リレーに進んで取り組んで
い
る。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友
達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさ
や課題を伝え合ったりするなどの際
に，友達の考えを認めている。
・かけっこ・リレーをする場所の危険物
を取り除くとともに，用具の安全を確か
めている。
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・水泳運動に進んで取り組んでいる。
・け伸びをする際に順番にスタートした
り，決まった場所で友達と練習したり
するなど，きまりを守り，誰とでも仲よく
励まし合っている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし
合ったりするときに見付けた動きのよ
さや課題について伝え合う際に，友達
の考えを認めている。
・準備運動や整理運動を正しく行う，
バディで互いを確認しながら活動す
る，シャワーを浴びてからゆっくりと水
の中に入る，プールに飛び込まないな
ど，水泳運動の心得を守って安全を確
かめている。

〇走り幅跳び ・短い助走から強く踏み切って遠くに
跳び，きまりを工夫して記録に挑戦し
たり，跳び比べをしたりする。

・走り幅跳びの行い方がわかる。
・５～７歩程度のリズミカルな助走から
踏み切り足を決めて前方に強く踏み切
り，遠くへ跳ぶことができる。
・膝を柔らかく曲げて，両足で着地す
ることができる。

・走り幅跳びのポイントがわかり，自分
の課題を見付けている。
・走り幅跳びのポイントについて見
合ったり，教え合ったりし，遠くに跳ぶ
ための練習方法の中から，自分の力
に合った練習方法や練習の場を選ん
でいる。
・競争の仕方について考え，競争の規
則や記録への挑戦の仕方を話し合っ
て決めたり，選んだりしている。
・走り幅跳びのポイントや友達のよい
動きなどを，学習カードに記入したり，
振り返りの時間に発表したり，感想文
を書いたりしている。

・走り幅跳びに進んで取り組んでい
る。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友
達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさ
や課題を伝え合ったりするなどの際
に，友達の考えを認めている。
・走り幅跳びをする場所の危険物を取
り除くとともに，用具の安全を確かめて
いる。

Ｄ　水泳運動
〇水泳運動

・いろいろな浮き方やもぐり方，泳ぎ方
をする。

【浮いて進む運動】
・浮いて進む運動の行い方がわかる。
・友達に手を引かれたり足を押された
りした勢いを利用して，伏し浮きの姿
勢で続けて進むことができる。
・プールの底や壁を両足で蹴った勢い
を利用して進むけ伸びができる。
・補助具を用いて浮き，呼吸をしなが
ら手や足を使って進む初歩的な泳ぎ
ができる。
・水面に顔を付け，手や足をゆっくりと
動かし進むなど，呼吸を伴わない初歩
的な泳ぎをすることができる。
・ばた足泳ぎやかえる足泳ぎなど，頭
の上方に腕を伸ばした姿勢で，手や
足をバランスよく動かし，呼吸をしなが
ら進むことができる。

【もぐる・浮く運動】
・もぐる・浮く運動の行い方がわかる。
・呼吸を調整しながらプールの底に
タッチ，股くぐり，変身もぐりなどのいろ
いろなもぐり方ができる。
・補助具を使って浮力を生かしたいろ
いろな浮き方をすることができる。
・大きく息を吸い込み全身の力を抜い
て，
背浮き，だるま浮き，変身浮きなどの
いろいろな姿勢で浮くことができる。
・だるま浮きやボビングなどを活用した
簡単な浮き沈みができる。

・自分で立てためあてに挑戦し，自分
の課題を見付けている。
・補助具を活用したり友達に補助して
もらったりするなど，自分の力に合っ
た練習の仕方を選んでいる。
・友達のよい動きや課題の解決のた
めの動きのポイントを見付け，言葉や
動作で伝えている。
・自分で試したいろいろなもぐり方や浮
き方を友達に伝えたり，互いのよい動
きの真似をしたりしている。
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E　ゲーム
〇ゴール型(タグラグビー)

・相手をかわしたり，パスをしたりしな
がら，攻め方を工夫してタグラグビー
をする。

・タグラグビーの行い方がわかる。
・味方にボールを手渡したり，パスを
出したり，ゴールにボールをトライする
ことができる。
・ボール保持者と自分の間に守る者が
いない空間に移動することができる。

・誰もが楽しくタグラグビーに参加でき
るように，プレイヤーの人数やコートの
広さ，得点の仕方などの規則を工夫し
ている。
・タグを取ったり，トライするために，簡
単な作戦を話し合って決めたり，選ん
だりしている。
・課題の解決のために考えたことを，
動作や言葉，絵図などで友達に伝え
ている。

・タグラグビーに進んで取り組んでい
る。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合った
りして見付けた動きのよさや課題を伝
え合う際に，友達の考えを認めてい
る。
・使用する用具などを片付けて場の危
険物を取り除くなど，周囲を見て場や
用具の安全を確かめている。〇ベースボール型(ラケットベースボー

ル)
・ボールを打って得点したり，ボールを
取ってアウトにしたりして，ラケットベー
スボールをする。

・ラケットベースボールの行い方がわ
かる。
・ボールをフェアグラウンド内に打つこ
とができる。
・投げる手と反対の足を一歩前に踏み
出してボールを投げることができる。
・向かってくるボールの正面に移動し，
ボールを捕ることができる。
・ベースに向かって全力で走り，かけ
抜けることができる。

・誰もが楽しくラケットベースボールに
参加できるように，プレイヤーの人数
や得点の仕方などの規則を工夫して
いる。
・攻め方や守り方の簡単な作戦を話し
合って決めたり，選んだりしている。
・課題の解決のために考えたことを動
作や言葉，絵図などで友達に伝えて
いる。

・ラケットベースボールに進んで取り組
んでいる。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合った
りして見付けた動きのよさや課題を伝
え合う際に，友達の考えを認めてい
る。
・使用する用具などを片付けて場の危
険物を取り除くなど，周囲を見て場や
用具の安全を確かめている。〇ゴール型(セストボール) ・パスやシュートをしながら，攻め方を

工夫してゲームをする。
・ゲームボールの行い方がわかる。
・ボールを持ったときにゴールに体を
向けることができる。
・味方にボールを手渡したり，パスを
出したり，シュートをしたりすることがで
きる。
・ボール保持者と自分の間に守る者が
いない空間に移動することができる。

・誰もが楽しくゲームに参加できるよう
に，プレイヤーの人数や得点の仕方，
プレイ上の緩和や制限などの規則を
工夫している。
・得点を多くあげるために，シュートに
つながる簡単な作戦を話し合って決め
たり，選んだりしている。
・課題の解決のために考えたことを動
作や言葉，絵図などで友達に伝えて
いる。

・ゲームにに進んで取り組んでいる。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合った
りして見付けた動きのよさや課題を伝
え合う際に，友達の考えを認めてい
る。
・使用する用具などを片付けて場の危
険物を取り除くなど，周囲を見て場や
用具の安全を確かめている。
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F　表現運動
〇表現・忍者参上！

・忍者の忍びや，対決などの特徴を捉
えて，表したい感じを踊る。

・表現「忍者参上！」の行い方がわか
る。
・表現「忍者参上！」ならではのふさわ
しい動き（忍び込む，戦うなど）で特徴
を捉えたりすることができる。
・表現「忍者参上！」の動きの誇張や
変化の付け方として，表したい感じを，
跳ぶ－転がる， 素早く動く－急に止ま
るなど動きに差を付けて誇張したり，
「追いつ・追われつ」や「戦い・対決」な
どの２人組やグループで対応・対立す
る動きで変化を付けたりして，ひと流
れの動きで即興的に踊ることができ
る。
・ひと流れの動きへの工夫の仕方とし
ては，表したい感じを中心に，感じの
異なる動きや急変する場面など変化
のある動きをつなげてメリハリ（緩急・
強弱）のあるひと流れの動きに工夫し
て感じを込めて踊ることができる。

・表現「忍者参上！」の動きのポイント
がわかり，楽しく踊るための自分の課
題を見付けている。
・表現「忍者参上！」におけるよい動き
がわかり，友達のよい動きを自分の動
きに取り入れている。
・友達とお互いの動きを見合い，課題
の解決のために考えたことや友達の
よい動きを伝えている。

・表現「忍者参上！」に進んで取り組
んでいる。
・表現「忍者参上！」に取り組む際に，
誰とでも仲よくしている。
・場の設定や用具の片付けを，友達と
一緒にしている。
・友達の動きや楽しく踊るための友達
の考えを認めている。
・友達とぶつからないように周りの安
全を確かめて踊っている。

Ｇ　保健
（１）健康な生活
〇健康って、なに？

・心や体の調子がよい状態が健康だと
い
うこと，健康は自分自身の生活や周囲
の環境が要因になって変化することを
理解できるようにする。
・健康でいるためには何が大切なのか
を考え，書いたり伝えたりできるように
する。
・健康の状態や健康のよさについて資
料を見たり，生活を振り返ったりするな
ど，進んで学習活動に取り組むことが
できるようにする。

・健康の状態には，気持ちが意欲的で
あること，元気なこと，具合の悪いとこ
ろがないことなどの心や体の調子がよ
い状態があることを理解している。
・健康の状態には，１日の生活の仕方
などの主体の要因や身の回りの環境
の要因が関わっていることを理解して
いる。
・心や体が健康であることは，人と関
わりながら明るく充実した毎日の生活
を送れることにつながり，健康がかけ
がえのないものであると理解してい
る。

・１日の生活の仕方などの主体の要因
や身の回りの環境の要因から健康に
関わる課題を見付けている。
・こうしているから健康でいられるとい
うことを，自分の体と回りの環境に分
けて考え，説明している。
・健康な心身の状態や，健康のよさに
ついて考え，説明している。
・健康に過ごすために考えた方法を学
習カードなどに書いたり，発表したりし
て伝え合っている。

・健康や，自分の1日の生活の仕方に
関心を示し，規則正しい生活の仕方に
ついて，自分の日常生活と照らし合わ
せて注意を向けている。
・自分が健康でいるために毎日の運
動，運動，休養・睡眠に関心を示し，
自分の毎日の生活をよりよくしようとし
ている。

〇リズムダンス ・ロックやサンバのリズムに乗って弾
んで踊ったり，動きに変化をつけたり，
友達と関わり合って踊ったりする。

・リズムダンスの行い方がわかる。
・ロックサンバのリズムダンスにおい
て，変化をつけた動きを入れながら，
いくつかの曲を即興的に踊ることがで
きる。
・２～３人組でロックやサンバのリズム
の特徴を捉えた動きや変化をつけた
動きで踊ることができる。

・ロックやサンバのリズムの動きのポ
イントがわかり，楽しく踊るための自分
の課題を見付けている。
・ロックやサンバのリズムにおけるよい
動きがわかり，友達のよい動きを自分
の動きに取り入れている。
・友達とお互いの動きを見合い，課題
の解決のために工夫して考えた動き
を一緒に踊るなどして伝えている。

・リズムダンスに進んで取り組んでい
る。
・リズムダンスに取り組む際に，誰とで
も仲よくしている。
・場の設定や用具の片付けを，友達と
一緒にしている。
・友達の動きや楽しく踊るための友達
の考えを認めている。
・友達とぶつからないように周りの安
全を確かめて踊っている。
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〇身の回りの環境 ・健康の保持増進には，生活環境が
関わっており，部屋の明るさの調節や
換気など，生活環境を整えることが必
要であることを理解できるようにする。
・部屋の明るさの調節や換気などの学
習したことと，自分の生活とを比べたり
関連付けたりして，生活環境を整える
ための方法を考えることができるよう
にする。
・自分の生活を見直すことを通して，
生活環境を整えるために自分でできる
ことに気づかせ，実践する意欲を持つ
ことができるようにする。

・健康の保持増進には，生活環境が
関わっており，部屋の明るさの調節や
換気などの生活環境を整えることが必
要であると理解している。

・暗い部屋でのものの見え方について
考え，説明している。
・窓を閉め切った室内にいると部屋の
空気はどうなるかを考え，説明してい
る。
・部屋の明るさの調節や換気などの観
点から，自分の生活で見直すべき課
題を見付け，解決方法を伝えている。

・健康な生活に関心をもち，部屋の明
るさの調節や換気などの生活環境を
整えようとしている。

〇健康な一日の生活 ・毎日を健康に過ごすには，運動，食
事，休養・睡眠の調和のとれた生活を
続けることが大切であると理解できる
ようにする。
・健康な生活に関わる課題を見つけ，
その解決に向けて考え，書いたり伝え
たりできるようにする。
・自分の１日の生活を振り返り，健康
増進のために進んで学習に取り組む
ことができるようにする。

・健康の保持増進には，１日の生活の
仕方が深く関わっており，１日の生活
のリズムに合わせて，運動，食事，休
養及び睡眠をとることが必要であるこ
とを理解している。
・日常生活に運動を取り入れることの
大切さについて理解している。

・運動，食事，休養・睡眠などの生活
のリズムが崩れるとどうなるかを考
え，説明している。
・運動，食事，休養及び睡眠について
学習したことと，自分の生活とを比べ
て，自分の生活リズムを整えるための
方法を考え，伝え合っている。

・毎日の運動，食事，休養・睡眠に関
心を示し，生活の仕方に気をつけて自
分に合った生活リズムを進んでつくろ
うとしている。

〇体の清潔 ・毎日を健康に過ごすには，体や衣
服，ハンカチなどを清潔に保つことが
必要であることを理解できるようにす
る。
・学習したことや自分の生活を振り返
り，体の清潔について考え，書いたり
伝えたりする。
・体や衣服などの清潔に関心をもち，
進んで学習活動に取り組むことができ
るようにする。

・健康の保持増進には，手や足などの
清潔，ハンカチや衣服などの清潔を保
つことが必要であると理解している。

・手を洗う必要性について考え，発表
したりして伝え合っている。
・自分の生活を振り返り，手洗いする
とよい場面について考え，伝え合って
いる。
・ハンカチや衣服を毎日取り換える理
由について考え，発表している。

・体や衣服を清潔にすることについて
関心をもち，清潔に保とうとしている。
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Ａ　体つくり運動
〇体ほぐしの運動

・いろいろな体ほぐしの運動を行い，
体を動かす楽しさや心地よさを味わ
う。

・体ほぐしの運動の行い方がわかる。
・手軽な運動を行い，体を動かす楽し
さや心地よさを味わうことを通して，自
己や友達の心と体の状態に気付いた
り，みんなで豊かに関わり合ったりす
ることができる。

・自己の課題を見付け，その課題を解
決するために，様々な運動の行い方
を選んだり，友達と一緒に工夫したり
している。
・新たな運動の行い方を考えたり，友
達と動きを合わせたりして，自分の力
に合った動き方を選んでいる。
・基本的な動きを身に付けるための運
動のポイントや行い方，心と体の変化
について，気づいたり考えたりしたこと
を友達に伝えている。

・体ほぐしの運動に進んで取り組んで
いる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・友達の考えを認めたり，互いの気持
ちを尊重し合ったりしようとしている。
・活動の場の危険物を取り除いたり，
用具や活動する場の安全を確かめた
りしている。

体育 第４学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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〇多様な動きをつくる運動 ・体のバランスをとる動き，体を移動す
る動き，用具を使った動き，力試しの
動きを身に付け，それらを工夫したり，
組み合わせたりする。

・多様な動きをつくる運動の行い方が
わかる。
（ア）体のバランスをとる運動
　姿勢や方向，人数を変えて，回る，
寝転ぶ，起きる，座る，立つ，渡るなど
の動きやバランスを保つ動きで構成さ
れる運動を通して，体のバランスをと
る動きを身に付けることができる。
（イ）体を移動する運動
　姿勢，速さ，リズム，方向などを変え
て，這う，歩く，走る，跳ぶ，はねる，登
る，下りるなどの動きで構成される運
動や，一定の速さでのかけ足などの
運動を通して，体を移動する動きを身
に付けることができる。
（ウ）用具を操作する運動
　用具をつかむ，持つ，降ろす，回す，
転がす，くぐる，運ぶ，投げる，捕る，
跳ぶ，用具に乗る，跳び越すなどの動
きで構成される運動を通して，巧みに
用具を操作する動きを身に付けること
ができる。
（エ）力試しの運動
　人や物を押す，引く，運ぶ，支える，
ぶら下がるなどの動きや，力比べをす
るなどの動きで構成される運動の行い
方を知り，力を出し切ったり力の入れ
方を加減したりする動きができる。
（オ）基本的な動きを組み合わせる運
動
　バランスをとりながら移動する，用具
を操作しながら移動するなど二つ以上
の動きを同時に行ったり，連続して
行ったりする運動を通して，基本的な
動きの組み合わせた動きを身に付け

・自己の課題を見付け，その課題を解
決するために，様々な運動の行い方
を選んだり，友達と一緒に工夫したり
している。
・新たな運動の行い方を考えたり，友
達と動きを合わせたりして，自分の力
に合った動き方を選んでいる。
・基本的な動きを身に付けるための運
動のポイントや行い方，心と体の変化
について，気づいたり考えたりしたこと
を友達に伝えている。

・多様な動きをつくる運動に進んで取
り組んでいる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・友達の考えを認めたり，互いの気持
ちを尊重し合ったりしようとしている。
・活動の場の危険物を取り除いたり，
用具や活動する場の安全を確かめた
りしている。
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Ｂ　器械運動
〇マット運動

・自分の力に合った技を身に付け，で
きる技の繰り返しや，組み合わせ技に
挑戦する。

・マット運動のいろいろな技の行い方
がわかる。
・自分の力に合った回転系（前転など）
や巧技系（壁倒立など）の基本的な技
ができる。
・基本的な技に十分に取り組んだ上
で，それらの発展技に取り組んだり，
技を繰り返したり組み合わせたりする
ことができる。
○前転（発展技：開脚前転）
○易しい場での開脚前転
○開脚後転（発展技：伸膝後転）
○補助倒立ブリッジ（発展技：倒立ブ
リッジ）
○側方倒立回転（発展技：ロンダート）
○首はね起き（発展技：頭はね起き）
○頭倒立

・学習カード，掲示物などを用いて，自
分の課題を見付けている。
・技のできばえを振り返って，自分の
課題を見付けている。
・自分の課題を解決するために，自分
の力に合った練習の場を選んでいる。
・見付けたポイントや友達の技のでき
ばえなど，課題解決のために考えたこ
とを友達に伝えている。

・マット運動の基本的な技に進んで取
り組んでいる。
・マットなどの器械・器具の正しい使い
方や試技をする前の待ち方，技を観
察するときなどのきまりを守り，誰とで
も仲よく励まし合っている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし
合ったりして，技がうまくできたときの
動き方や気付いたことなどを伝え合う
際に，友達の考えを認めている。
・場の危険物を取り除いたり，器械・器
具の安全を確かめたりするとともに，
試技の開始前の安全を確かめてい
る。

〇鉄棒運動 ・鉄棒の技に挑戦したり，技を組み合
わせたりして楽しむ。

・鉄棒運動のいろいろな技の行い方が
わかる。
・自分の力に合った支持系の基本的
な技をすることができる。
・基本的な技に十分に取り組んだ上
で，それらの発展技に取り組んだり，
技を繰り返したり組み合わせたりする
ことができる。
○前回り下り（発展技：前方支持回転）
○かかえ込み前回り（発展技：前方支
持回転）
○転向前下り（発展技：片足踏み越し
下り）
○膝掛け振り上がり（発展技：膝掛け
上がり）
○前方片膝掛け回転
○補助逆上がり（発展技：逆上がり）
○かかえ込み後ろ回り（発展技：後方
支持回転）
○後方片膝掛け回転
○両膝掛け倒立下り

・学習カード，掲示物などを用いて，自
分の課題を見付けている。
・技のできばえを振り返って，自分の
課題を見付けている。
・自分の課題を解決するために，自分
の力に合った練習の場を選んでいる。
・見付けたポイントや友達の技のでき
ばえなど，課題解決のために考えたこ
とを友達に伝えている。

・鉄棒運動の基本的な技に進んで取り
組んでいる。
・鉄棒などの器械・器具の正しい使い
方や試技をする前の待ち方，技を観
察するときなどのきまりを守り，誰とで
も仲よく励まし合っている。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし
合ったりして，技がうまくできたときの
動き方や気付いたことなどを伝え合う
際に，友達の考えを認めている。
・場の危険物を取り除いたり，器械・器
具の安全を確かめたりするとともに，
試技の開始前の安全を確かめてい
る。
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〇跳び箱運動 ・自分の力に合った「基本の技」を身に
付けたり，「発展技」に挑戦したりす
る。

・跳び箱運動のいろいろな技の行い方
がわかる。
・自分の力に合った切り返し系（開脚
跳びなど）や回転系（台上前転など）
の基本的な技をすることができる。
・基本的な技に十分に取り組んだ上
で，それらの発展技に取り組むことが
できる。
○開脚跳び（発展技：かかえ込み跳
び）
○台上前転（発展技：伸膝台上前転）
○首はね跳び（発展技：頭はね跳び）

・学習カード，掲示物などを用いて，自
分の課題を見付けている。
・技のできばえを振り返って，自分の
課題を見付けている。
・自分の課題を解決するために，自分
の力に合った練習の場を選んでいる。
・見付けたポイントや友達の技のでき
ばえなど，課題解決のために考えたこ
とを友達に伝えている。

・跳び箱運動の基本的な技に進んで
取り組んでいる。
・跳び箱，踏み切り版などの器械・器
具の正しい使い方や試技をする前の
待ち方，技を観察するときなどのきま
りを守り，誰とでも仲よく励まし合って
いる。
・器械・器具の準備や片付けを，友達
と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし
合ったりして，技がうまくできたときの
動き方や気付いたことなどを伝え合う
際に，友達の考えを認めている。
・場の危険物を取り除いたり，器械・器
具の安全を確かめたりするとともに，
試技の開始前の安全を確かめてい

Ｃ　走・跳の運動
〇かけっこ・リレー

・いろいろなかけっこをしたり，きまりを
工夫してチーム対抗のリレーをしたり
する。

・かけっこ・リレーの行い方がわかる。
・スタート姿勢から素早く走り出すこと
ができる。
・真っ直ぐ前を見て，腕を前後に大きく
振って走ることができる。
・走りながら，タイミングよくバトンの受
渡しができる。
・コーナーの内側に体を軽く傾けて走
ることができる。
・最後まで全力で走ることができる。

・かけっこやリレーのポイントがわか
り，自分の課題を見付けている。
・かけっこやリレーのポイントについて
見合ったり，教え合ったりし，速く走る
ための練習方法の中から，自分の力
に合った練習方法や練習の場を選ん
でいる。
・８秒間走やリレーの仕方について考
え，競走の規則やリレーの仕方を話し
合って決めたり，選んだりしている。
・かけっこ・リレーのポイントや友達の
よい動きなどを，学習カードに記入し
たり，振り返りの時間に発表したり，感
想文を書いたりしている。

・かけっこ・リレーに進んで取り組んで
いる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友
達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさ
や課題を伝え合ったりするなどの際
に，友達の考えを認めている。
・かけっこ・リレーをする場所の危険物
を取り除くとともに，用具の安全を確か
めている。

〇小型ハードル走 ・いろいろなコースで，３歩のリズムで
小型ハードルを走り越し，競走する。

・小型ハードル走の行い方がわかる。
・インターバルの距離やいろいろな小
型ハードルの高さに応じて調子よく小
型ハードルを走り越すことができる。
・一定の間隔に並べられた小型ハード
ルを一定のリズム（３歩のリズム）で走
り越すことができる。

・３歩のリズムで調子よく走り越せる
コースを作り，自分に合ったコースを
選んでいる。
・小型ハードル走のポイントがわかり，
自分の課題を見付けている。
・小型ハードル走のポイントについて
見合ったり，教え合ったりしている。
・競走の仕方について考え，競走の規
則を話し合って決めたり，選んだりして
いる。
・小型ハードル走のポイントや友達の
よい動きなどを，学習カードに記入し
たり，振り返りの時間に発表したり，感
想文を書いたりしている。

・小型ハードル走に進んで取り組んで
いる。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友
達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさ
や課題を伝え合ったりするなどの際
に，友達の考えを認めている。
・小型ハードル走をする場所の危険物
を取り除くとともに，用具の安全を確か
めている。
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〇走り高跳び ・短い助走から強く踏み切って跳び，
決まりを工夫して跳び比べをしたり，
記録に挑戦したりする。

・走り高跳びの行い方がわかる。
・３～５歩程度のリズミカルな短い助走
から踏切り足を決めて上方に強く踏み
切り，高く跳ぶことができる。
・膝を柔らかく曲げて，足から着地する
ことができる。

・走り高跳びのポイントがわかり，自分
の課題を見付けている。
・走り高跳びのポイントについて見
合ったり，教え合ったりし，高く跳ぶた
めの練習方法の中から，自分の力に
合った練習方法や練習の場を選んで
いる。
・競争の仕方について考え，競争の規
則や記録への挑戦の仕方を話し合っ
て決めたり，選んだりしている。
・走り高跳びのポイントや友達のよい
動きなどを，学習カードに記入したり，
振り返りの時間に発表したり，感想文
を書いたりしている。

・走り高跳びに進んで取り組んでい
る。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友
達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさ
や課題を伝え合ったりするなどの際
に，友達の考えを認めている。
・走り高跳びをする場所の危険物を取
り除くとともに，用具の安全を確かめて
いる。

〇ボール投げ ・いろいろな場でボールを投げて，
ボールを遠くに投げる。

・ボール投げの行い方がわかる。
・投げる手と反対の足を踏み出して体
重移動をスムーズに行い，腕を大きく
振ってボールを遠くまで投げることが
できる。

・ボール投げのポイントがわかり，自
分の課題を見付けている。
・ボール投げのポイントについて見
合ったり，教え合ったりし，遠くに投げ
るための練習方法の中から，自分の
力に合った練習方法や練習の場を選
んでいる。
・競争の仕方について考え，競争の規
則や記録への挑戦の仕方を話し合っ
て決めたり，選んだりしている。
・ボール投げのポイントや友達のよい
動きなどを，学習カードに記入したり，
振り返りの時間に発表したり，感想文
を書いたりしている。

・ボール投げに進んで取り組んでい
る。
・きまりを守り，誰とでも仲よく励まし
合っている。
・使用する用具の準備や片付けを友
達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている｡
・互いの動きを見合ったり，動きのよさ
や課題を伝え合ったりするなどの際
に，友達の考えを認めている。
・ボール投げをする場所の危険物を取
り除くとともに，用具の安全を確かめて
いる。
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E　ゲーム
〇ゴール型(フラッグフットボール)

・作戦を基に攻め方を工夫して，フラッ
グフットボールをする。

・フラッグフットボールの行い方がわか
る。
・味方にボールを手渡したり，パスを
出したり，ゴールにボールをタッチダウ
ンすることができる。
・ボール保持者と自分の間に守る者が
いない空間に移動することができる。

・誰もが楽しくフラッグフットボールに
参加できるように，プレイヤーの人数
やコートの広さ，プレイ上の緩和や制
限などの規則を工夫している。
・フラッグを取ったり，タッチダウンする
ための簡単な作戦を話し合って決め
たり，選んだりしている。
・課題の解決のために考えたことを動
作や言葉，絵図などで友達に伝えて
いる。

・フラッグフットボールに進んで取り組
んでいる。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合った
りして見付けた動きのよさや課題を伝
え合う際に，友達の考えを認めてい
る。
・使用する用具などを片付けて場の危
険物を取り除くなど，周囲を見て場や
用具の安全を確かめている。

Ｄ　水泳運動
〇水泳運動

・いろいろな浮き方やもぐり方，簡単な
クロールや平泳ぎをする。

【浮いて進む運動】
・浮いて進む運動の行い方がわかる。
・友達に手を引かれたり足を押された
りした勢いを利用して，伏し浮きの姿
勢で続けて進むことができる。
・プールの底や壁を両足で蹴った勢い
を利用して進むけ伸びができる。
・補助具を用いて浮き，呼吸をしなが
ら手や足を使って進む初歩的な泳ぎ
ができる。
・水面に顔を付け，手や足をゆっくりと
動かし進むなど，呼吸を伴わない簡単
なクロールや平泳ぎなどの初歩的な
泳ぎをすることができる。
・ばた足泳ぎやかえる足泳ぎ，簡単な
クロールや平泳ぎなど，頭の上方に腕
を伸ばした姿勢で，手や足をバランス
よく動かし，呼吸をしながら進むことが
できる。

【もぐる・浮く運動】
・もぐる・浮く運動の行い方がわかる。
・呼吸を調整しながらプールの底に
タッチ，股くぐり，変身もぐりなどのいろ
いろなもぐり方ができる。
・補助具を使って浮力を生かしたいろ
いろな浮き方をすることができる。
・大きく息を吸い込み全身の力を抜い
て背浮き，だるま浮き，変身浮きなど
のいろいろな姿勢で浮くことができる。
・だるま浮きやボビングなどを活用した
簡単な浮き沈みができる。

・自分で立てためあてに挑戦し，自分
の課題を見付けている。
・補助具を活用したり，友達に補助し
てもらったりするなど，自分の力に
合った練習の仕方を選んでいる。
・友達のよい動きや，課題の解決のた
めの動きのポイントを見付け，言葉や
動作で伝えている。
・自分で試したいろいろなもぐり方や浮
き方を友達に伝えたり，互いのよい動
きの真似をしたりしている。

・水泳運動に進んで取り組んでいる。
・け伸びをする際に順番にスタートした
り，決まった場所で友達と練習したり
するなど，きまりを守り，誰とでも仲よく
励まし合っている。
・使用する用具の準備や片付けを，友
達と一緒にしている。
・互いの動きを見合ったり補助をし
合ったりするときに見付けた動きのよ
さや課題について伝え合う際に，友達
の考えを認めている。
・準備運動や整理運動を正しく行う，
バディで互いを確認しながら活動す
る，シャワーを浴びてからゆっくりと水
の中に入る，プールに飛び込まないな
ど，水泳運動の心得を守って安全を確
かめている。
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〇ゴール型(グリッドサッカー) ・パスやシュートをしながら，攻め方を
工夫して，グリッドサッカーをする。

・グリッドサッカーの行い方がわかる。
・ボールを持ったときにゴールに体を
向けることができる。
・味方にパスを出したり，シュートをし
たりすることができる。
・ボール保持者と自分の間に守る者が
いない空間に移動することができる。

・誰もが楽しくグリッドサッカーができる
ように，プレイヤーの人数やコートの
広さ，プレイ上の緩和や制限などの規
則を工夫している。
・得点を多くあげるために，シュートに
つながる簡単な作戦を話し合って決め
たり，選んだりしている。
・課題の解決のために考えたことを動
作や言葉，絵図などで友達に伝えて
いる。

・グリッドサッカーに進んで取り組んで
いる。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合った
りして見付けた動きのよさや課題を伝
え合う際に，友達の考えを認めてい
る。
・使用する用具などを片付けて場の危
険物を取り除くなど，周囲を見て場や
用具の安全を確かめている。

〇ベースボール型(ティーボール) ・ボールを打って得点したり，ボールを
取ってアウトにしたりして，ティーボー
ルをする。

・ティーボールの行い方がわかる。
・ボールをフェアグラウンド内に打つこ
とができる。
・投げる手と反対の足を一歩前に踏み
出してボールを投げることができる。
・向かってくるボールの正面に移動す
ることができる。
・ベースに向かって全力で走り，かけ
抜けることができる。

・誰もが楽しくティーボールに参加でき
るように，プレイヤーの人数やコートの
広さ，プレイ上の緩和や制限などの規
則を工夫している。
・攻め方や守り方の簡単な作戦を話し
合って決めたり，選んだりしている。
・課題の解決のために考えたことを動
作や言葉，絵図などで友達に伝えて
いる。

・ティーボールに進んで取り組んでい
る。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合った
りして見付けた動きのよさや課題を伝
え合う際に，友達の考えを認めてい
る。
・使用する用具などを片付けて場の危
険物を取り除くなど，周囲を見て場や
用具の安全を確かめている。〇ネット型(キャッチバレー) ・みんなで繋いで，落とすための工夫

をして，キャッチバレーをする。
・キャッチバレーの行い方がわかる。
・いろいろな高さのボールを片手，両
手をでキャッチしたり，パスをしたり，
ねらったところに打ったりすることがで
きる。
・相手コートから飛んできたボールを
片手，両手を使ってキャッチし，相手
コートに返球することができる。
・ボールの方向に体を向けたり，ボー
ルの落下点やボールを操作しやすい
位置に移動したりすることができる。

・誰もが楽しくキャッチバレーに参加で
きるように，プレイヤーの人数やコート
の広さ，プレイ上の緩和や制限などの
規則を工夫している。
・得点を多くあげるための簡単な作戦
を話し合って決めたり，選んだりしてい
る。
・課題の解決のために考えたことを動
作や言葉，絵図などで友達に伝えて
いる。

・キャッチバレーに進んで取り組んで
いる。
・規則を守り，誰とでも仲よくしている。
・使用する用具などの準備や片付け
を，友達と一緒にしている。
・勝敗を受け入れている。
・互いに動きを見合ったり，話し合った
りして見付けた動きのよさや課題を伝
え合う際に，友達の考えを認めてい
る。
・使用する用具などを片付けて場の危
険物を取り除くなど，周囲を見て場や
用具の安全を確かめている。



令和7年度　評価規準
学校名：江戸川区立第三葛西小学校

6

6

1

F　表現運動
〇表現・ジャングル探検に出発！

・ジャングル探検のいろいろな場面の
特徴を捉えて，表したい感じを踊る。

・表現「ジャングル探検に出発！」の行
い方がわかる。
・表現「ジャングル探検に出発！」なら
ではのふさわしい動き（草むらや暗い
洞窟を進む，折れそうな橋を渡るな
ど）で特徴を捉えたりすることができ
る。
・表現「ジャングル探検に出発！」の動
きの誇張や変化の付け方として，表し
たい感じを，跳ぶ－転がる，素早く動く
－急に止まるなど動きに差を付けて誇
張したり，２人組やグループで対応・対
立する動きで変化を付けたりして，ひ
と流れの動きで即興的に踊ることがで
きる。
・ひと流れの動きへの工夫の仕方とし
ては，表したい感じを中心に，感じの
異なる動きや急変する場面など変化
のある動きをつなげてメリハリ（緩急・
強弱）のあるひと流れの動きに工夫し
て感じを込めて踊ることができる。

・表現「ジャングル探検に出発！」の動
きのポイントがわかり，楽しく踊るため
の自分の課題を見付けている。
・表現「ジャングル探検に出発！」にお
けるよい動きがわかり，友達のよい動
きを自分の動きに取り入れている。
・友達とお互いの動きを見合い，課題
の解決のために考えたことや友達の
よい動きを伝えている。

・表現「ジャングル探検に出発！」に進
んで取り組んでいる。
・表現「ジャングル探検に出発！」に取
り組む際に，誰とでも仲よくしている。
・場の設定や用具の片付けを，友達と
一緒にしている。
・友達の動きや楽しく踊るための友達
の考えを認めている。
・友達とぶつからないように周りの安
全を確かめて踊っている。

〇リズムダンス ・ロックやサンバのリズムに乗って弾
んで踊ったり，動きに変化をつけたり，
友達と関わり合って踊ったりする。

・リズムダンスの行い方がわかる。
・ロックサンバのリズムダンスにおい
て，変化をつけた動きを入れながら，
いくつかの曲を即興的に踊ることがで
きる。
・２～３人組でロックやサンバのリズム
の特徴を捉えた動きや変化をつけた
動きで踊ることができる。

・ロックやサンバのリズムの動きのポ
イントがわかり，楽しく踊るための自分
の課題を見付けている。
・ロックやサンバのリズムにおけるよい
動きがわかり，友達のよい動きを自分
の動きに取り入れている。
・友達とお互いの動きを見合い，課題
の解決のために工夫して考えた動き
を一緒に踊るなどして伝えている。

・リズムダンスに進んで取り組んでい
る。
・リズムダンスに取り組む際に，誰とで
も仲よくしている。
・場の設定や用具の片付けを，友達と
一緒にしている。
・友達の動きや楽しく踊るための友達
の考えを認めている。
・友達とぶつからないように周りの安
全を確かめて踊っている。

Ｇ　保健
〇変化していく体

・体は，年齢とともに発育し，変化する
こと，発育には個人差があることを理
解できるようにする。
・体の発育の仕方には個人差がある
ことを，表やグラフのなどの資料から
読み取り，説明できるようにする。
・これまでとこれからの，自分たちの体
の変化の仕方や個人差について関心
をもち，肯定的に捉えることができるよ
うにする。

・体は年齢とともに発育，変化すること
がわかる。
・身長は毎年同じように伸びるのでは
ないこと，どれぐらい伸びるか，どのよ
うに伸びるかは一人ひとり違うことが
わかる。
・体重の増え方も人によって違うことが
わかる。
・発育の仕方には個人差があることが
わかる。

・身長の伸び方は毎年違うことを，記
録することから見付けている。
・小さいころと比べて今の自分が大きく
なったことを，身長の伸び以外のこと
から説明している。
・身長の伸び方に個人差があることを
６人の身長の伸び方から読み取り，気
づいたことを説明している。

・体の発育に関心をもち，自己の発育
について確かめようとしている。
・発育の仕方には個人差があることを
おさえたうえで，自分のこれからの発
育に希望や期待をもとうとしている。
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〇思春期の体の変化　①体の外にあ
らわれる変化

・思春期には体つきの変化や発毛な
ど，体に変化が現れること，それらに
は男女差，個人差があることを理解で
きるようにする。
・思春期に現れる男女の体の変化に
ついて，資料を参考にしながら，個人
差があることを説明できるようにする。
・思春期の体の変化に関心をもち，意
欲的に調べたり考えたりして，変化す
ることや個人差があることを肯定的に
捉えることができるようにする。

・思春期には，体つきに変化が起こ
り，人によって違いがあるものの，男
子はがっしりした体つきに，女子は丸
みのある体つきになるなど，男女の特
徴が現れることがわかる。
・思春期には体つきが変わるほかに，
変声，発毛が起こることがわかる。
・体の変化が始まる時期や，変化の現
れ方には個人差があること，これらは
大人の体に近づく現象であることがわ
かる。

・１年生のころの写真と大人の写真か
ら，大人に近づくにつれて男女の体つ
きにはどんな違いが現れてくるのかを
考え，発表している。
・思春期に起こる体の外の変化にはど
のようなものがあるのか，調べ，説明
している。
・思春期に起こる体の変化について，
自分の成長と結び付けて考えようとし
ている。

・思春期に起こる体の変化の学習に
関心をもとうとしている。
・思春期に起こる体の変化について，
自己の変化を他者と比べて不安にな
ることなく，自分や友達に理解ある態
度で接する心構えをもとうとしている。

・無理なく，毎日続けられる運動には
どんなものがあるのかを考え，自分に
合った無理のない運動をいくつか見付
けている。
・適切な運動を毎日続けていると体に
どんな効果があるのかを調べて，説明
している。
・よりよい発育のために，どんな食品
を食べるのがよいのかを調べて，発表
している。
・バランスのよい食事にするために，
どんな食品をとったらよいのかを考
え，他者に伝えている。
・よりよい発育と，休養・睡眠の関係に
ついて考え，説明している。

・毎日無理なくできる運動に興味を
もって探し，実施しようとしている。
・食事のとり方に関心をもち，多くの種
類の食品をバランスよく食べることを
心がけようとしている。
・発育と睡眠の関係に関心を持ち，よ
い睡眠をとれるよう心がけようとしてい
る。

〇よりよい発育のために ・よりよい発育のためには，適切な運
動，調和のとれた食事，休養および睡
眠が必要であることを理解できるよう
にする。
・よりよい発育のためには，運動，食
事，休養・睡眠などにおいて，どのよう
な所に気をつけたらよいのか自らの生
活を振り返りながら考え，説明できる
ようにする。
・よりよい発育のための運動，食事，
休養・睡眠について，意欲的に考え，
実行にうつすことができるようにする。

・体をよりよく発育・発達させるための
生活の仕方には，体の発育・発達によ
い運動，多くの種類の食品をとること
ができるようなバランスのとれた食事，
適切な休養及び睡眠などが必要であ
ることがわかる。
・運動は，生涯を通じて骨や筋肉など
を丈夫にする効果が期待されることが
わかる。
・食事については，特に，体をつくる基
になるたん白質，不足しがちなカルシ
ウム，不可欠なビタミンなどを摂取す
る必要があることがわかる。
・十分な休養・睡眠をとることは，体と
心の疲れをとるだけでなく，体の発育
にも関係があることがわかる。

〇思春期の体の変化②　体の中にあ
らわれる変化

・思春期になると，初経・精通が起こ
り，異性への関心が芽生えること，こ
れらは個人差があるものの，大人の
体に近づく現象であることを理解でき
るようにする。
・思春期の体の変化について学習した
ことを，自分の体の発達と結び付けて
考え，表現することができるようにす
る。
・新しい生命を生み出す準備として自
身の体が変化することについて受け
止め，意欲的に学習活動に取り組む
ことができるようにする。

・思春期には体つきが変わるほかに，
初経・精通が起こることがわかる。
・初経・精通が起こる時期は個人差が
あることがわかる。
・初経・精通は，大人の体に近づき，
新しい生命を生み出す準備が始まっ
ていることがわかる。
・思春期になると男女の性の違いに気
づきやすくなり，異性のことが気になっ
たり，好きになったりする思いが高ま
る一方で，反発し合うこともある。これ
らの心の変化は自然なことであるこ
と，変化のしかたは人によって違うこと
がわかる。

・思春期には，体の中でどのような変
化が起こるのかを調べ，変化が起こる
しくみを説明している。
・思春期の心の変化について小さいこ
ろと比べて違いを説明している。

・思春期に起こる体の中の変化に関
心をもち，自分や友達の体の変化，あ
るいは異性の体の変化に理解ある態
度で接する心構えをもとうとしている。
・思春期の心の変化を，変化しない場
合も含めて，自然なこととして受け入
れている。
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3

8

体育 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇体の動きを高める運動 ・体の動きを高めるためのいろいろな
運動の行い方を理解し，動きを工夫し
て体力を高める。

・体の動きを高める運動の行い方がわ
かる。
(ｱ)体の柔らかさを高めるための運動
　体の各部位の可動範囲を広げる体
の動きを高めることをねらいとして行う
運動ができる。
(ｲ)巧みな動きを高めるための運動
　人や物の動き，または場所の広さや
形状などの環境の変化に対応して，タ
イミングやバランスよく動いたり，リズミ
カルに動いたり，力の入れ方を加減し
たりする体の動きを高めることをねら
いとして行う運動ができる。
(ｳ)力強い動きを高めるための運動
　自己の体重を利用したり，人や物な
どの抵抗に対してそれを動かしたりす
ることによって，力強い動きを高めるこ
とをねらいとして行う運動ができる。
(ｴ)動きを持続する能力を高めるため
の運動
　一つの運動又は複数の運動を組み
合わせて一定の時間続けて行ったり，
一定の回数を反復して行ったりするこ
とによって，動きを持続する能力を高
めることをねらいとして行う運動ができ
る。

・自己の体力の状況を知ったり，様々
な動きを試したりすることを通して，体
の動きを高めるためにどのような運動
に取り組むとよいか，自己の課題を見
付けている。
・体の動きを高めるために，自己に
合った運動の行い方を選んでいる。
・どのようなポイントを意識して運動を
行うと動きが高まるのかを見付け，そ
れを生かした運動を工夫している。
・グループで工夫した運動の行い方
を，他のグループに例示して見せた
り，言葉で伝えたりしている。
・感想を伝える場面で，言葉のかけ方
や並び方などの条件を工夫することで
楽しく運動が行えたことを他者に説明
している。

・体の動きを高める運動に積極的に取
り組んでいる。
・運動を行う際の約束を守り，仲間と
助け合っている。
・運動を行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・運動の行い方について仲間の気付
きや考え，取組のよさを認めている。
・運動の場の危険物を取り除くととも
に，用具の使い方や周囲の安全に気
を配っている。

Ａ　体つくり運動
〇体ほぐしの運動

・いろいろな体ほぐしの運動を行い，
仲間と体を動かす楽しさや心地よさを
味わう。

・体ほぐしの運動の行い方がわかる。
・手軽な運動を行い，体を動かす楽し
さや心地よさを味わうことを通して，自
己や仲間の心と体の状態に気付いた
り，仲間と豊かに関わり合ったりするこ
とができる。

・心と体の関係を理解し，友達と関わ
り合ったりするなどのねらいに応じた
活動を選んでいる。
・様々な運動を行って比較することで，
気付きや関わり合いが深まりやすい
運動を選んでいる。
・運動を行うと心と体が軽やかになっ
たことやみんなでリズムに乗って運動
をすると楽しさが増したことなどを学習
カードに書き，振り返りの時間に発表
している。

・体ほぐしの運動に積極的に取り組ん
でいる。
・運動を行う際の約束を守り，仲間と
助け合っている。
・運動を行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・運動の行い方について仲間の気付
きや考え，取組のよさを認めている。
・運動の場の危険物を取り除くととも
に，用具の使い方や周囲の安全に気
を配っている。
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〇鉄棒運動 ・できそうな技に挑戦したり，できる技
を組み合わせたりして，鉄棒運動を楽
しむ。

・鉄棒運動のいろいろな技の行い方が
わかる。
・自分の力に合った支持系の基本的
な技を安定して行ったり，その発展技
に取り組んだりできる。
・選んだ技を自己やグループで繰り返
したり，組み合わせたりすることができ
る。
○前方支持回転
○片足踏み越し下り
○膝掛け上がり
○前方もも掛け回転
○逆上がり
○後方支持回転
○後方もも掛け回転
○両膝掛け振動下り

・鉄棒運動のポイントを理解し，自分
や友達の動きを照らし合わせて課題
を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複
数の場の中から自分の課題に適した
練習の場を選んでいる。
・グループの中で観察し合ったり，学
習カードやＩＣＴ機器を活用したりして
見付けた，演技のこつやわかったこと
を，文字や図で書いたり映像を活用し
て発表したりするなどして伝えている。

・鉄棒運動の基本的な技や発展技，そ
れらの技を組み合わせることに積極
的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うな
ど，学習の仕方や約束を守り，仲間と
助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，
分担された役割を果たしている。
・技や演技を行うなかでわかったこと
を伝えたり，課題の解決方法を工夫し
たりする際に，仲間の考えや取組を認
めている。
・けがのないように，互いの服装や髪
形に気を付けたり，場の危険物を取り
除いたりするとともに，試技の前後な
どに器械・器具の安全に気を配ってい
る。

Ｂ　器械運動
〇マット運動

・できる技を安定して行ったり，できそ
うな技に挑戦したり，技を組み合わせ
たりする。

・マット運動のいろいろな技の行い方
がわかる。
・自分の力に合った回転系や巧技系
の基本的な技を安定して行ったり，そ
の発展技に取り組んだりすることがで
きる。
・選んだ技を自己やグループで繰り返
すことができる。
・技を選んでそれらにバランスやジャ
ンプなどを加えて組み合わせたり，ペ
アやグループで動きを組み合わせて
演技をつくったりできる。
○開脚前転
○補助倒立前転（更なる発展技：倒立
前転）
○伸膝後転
○倒立ブリッジ
○ロンダート
○頭はね起き
○補助倒立

・マット運動のポイントを理解し，自分
や友達の動きを照らし合わせて課題
を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複
数の場の中から自分の課題に適した
練習の場を選んでいる。
・グループの中で観察し合ったり，学
習カードやＩＣＴ機器を活用したりして
見付けた，演技のこつやわかったこと
を，文字や図で書いたり映像を活用し
て発表したりするなどして伝えている。

・マット運動の基本的な技や発展技，
それらの技を組み合わせることに積極
的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うな
ど，学習の仕方や約束を守り，仲間と
助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，
分担された役割を果たしている。
・技や演技を行うなかでわかったこと
を伝えたり，課題の解決方法を工夫し
たりする際に，仲間の考えや取組を認
めている。
・けがのないように，互いの服装や髪
形に気を付けたり，場の危険物を取り
除いたりするとともに，試技の前後な
どに器械・器具の安全に気を配ってい
る。
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Ｃ　陸上運動
〇短距離走・リレー

・素早いスタートからいろいろな短距
離走をしたり，みんなの力を生かす作
戦を工夫してチーム対抗のリレーをし
たりする。

・短距離走やリレーの行い方がわか
る。
・スタンディングスタートから，素早く走
り始めることができる。
・体を軽く前傾させて全力で走ることが
できる。
・テークオーバーゾーン内で，減速の
少ないバトンの受渡しをすることがで
きる。

・短距離走やリレーのポイントがわか
り，自分の課題を見付けている。
・自分の課題に適した練習方法や練
習の場を選んでいる。
・自分の能力に適した競走のルール
や記録への挑戦の仕方を選んでい
る。
・短距離走・リレーのポイントや友達の
よい動きなどを，学習カードに記入し
たり，振り返りの時間に発表したり，感
想文を書いたりしている。

・短距離走やリレーに積極的に取り組
んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録な
どで，分担された役割を果たしてい
る。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を
工夫したりする際に，仲間の考えや取
組を認めている。
・短距離走やリレーの場の危険物を取
り除くなど，用具の安全に気を配って
いる。

〇ハードル走 ・ハードルの間を３歩のリズムで調子
よく走り越して，記録に挑戦したり競走
したりする。

・ハードル走の行い方がわかる。
・第１ハードルを決めた足で踏み切っ
て走り越えることができる。
・スタートから最後まで，体のバランス
をとりながら真っ直ぐ走ることができ
る。
・インターバルを３歩または５歩で走る
ことができる。

・ハードル走のポイントがわかり，自分
の課題を見付けている。
・自分の課題に適した練習方法や練
習の場を選んでいる。
・自分の能力に適した競争のルール
や記録への挑戦の仕方を選んでい
る。
・ハードル走のポイントや友達のよい
動きなどを，学習カードに記入したり，
振り返りの時間に発表したり，感想文
を書いたりしている。

・ハードル走に積極的に取り組んでい
る。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録な
どで，分担された役割を果たしてい
る。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を
工夫したりする際に，仲間の考えや取
組を認めている。
・ハードル走の場の危険物を取り除く
など，用具の安全に気を配っている。

・跳び箱運動のポイントを理解し，自
分や友達の動きを照らし合わせて課
題を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複
数の場の中から自分の課題に適した
練習の場を選んでいる。
・グループの中で観察し合ったり，学
習カードやＩＣＴ機器を活用したりして
見付けた，演技のこつやわかったこと
を，文字や図で書いたり映像を活用し
て発表したりするなどして伝えている。

・跳び箱運動の基本的な技や発展
技，それらの技を組み合わせることに
積極的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うな
ど，学習の仕方や約束を守り，仲間と
助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，
分担された役割を果たしている。
・技や演技を行うなかでわかったこと
を伝えたり，課題の解決方法を工夫し
たりする際に，仲間の考えや取組を認
めている。
・けがのないように，互いの服装や髪
形に気を付けたり，場の危険物を取り
除いたりするとともに，試技の前後な
どに器械・器具の安全に気を配ってい

〇跳び箱運動 ・いろいろな技に挑戦し，美しく安定し
た跳び方ができるようにする。

・跳び箱運動のいろいろな技の行い方
がわかる。
・自分の力に合った切り返し系や回転
系の基本的な技を安定して行ったり，
その発展技に取り組んだりすることが
できる。
○かかえ込み跳び（更なる発展技：屈
身跳び）
○伸膝台上前転
○頭はね跳び（更なる発展技：前方屈
腕倒立回転跳び）
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Ｄ　水泳運動
〇水泳運動

・安全確保に繋がる動きができるよう
になる。クロールや平泳ぎで長く泳げ
るようになる。

【クロール】
・クロールの行い方がわかる。
・手を左右交互に前方に伸ばして水に入
れ，水を大きくかくことができる。
・柔らかく足を交互に曲げたり伸ばしたりし
て，リズミカルなばた足をすることができる。
・肩のローリングを用い，体を左右に傾けな
がら顔を横に上げて呼吸をすることができ
る。
・左右の手を入れ替える動きに呼吸を合わ
せて，続けて長く泳ぐことができる。

【平泳ぎ】
・平泳ぎの行い方がわかる。
・両手を前方に伸ばし，ひじを曲げながら円
を描くように左右に開き，水をかくことができ
る。
・足の親指を外側に開いて左右の足の裏や
脚の内側で水を挟み出すとともに，キックの
後に伸びの姿勢を保つことができる。
・手の動きに合わせて呼吸することができ
る。
・キックをした勢いを利用してしばらく伸び，
続けて長く泳ぐことができる。

【安全確保につながる運動】
・安全確保につながる運動の行い方がわか
る。
・顔以外の部位がしっかりと水中に入った背
浮きの姿勢を維持することができる。
・大きく息を吸ってだるま浮きをした状態で，
仲間に背中を押して沈めてもらい，息を止め
てじっとして水面に浮上する浮き沈みを続け
ることができる
・タイミングよく呼吸をしたり，手や足を動か
したりして，続けて長く浮くことができる。
・息を一度に吐き出し呼吸することができ
る。

・学習カードや掲示物などを活用して，
水泳運動のポイントと自分や仲間の
動きを照らし合わせ，課題を見付けて
いる。
・クロールや平泳ぎで進んだ距離や，
浮き沈みの回数，背浮きの時間などを
自分で決めて挑戦し，自分の課題を
見付けている。
・自分の課題に応じた練習の場や仕
方を選んでいる。
・自分で選んだ泳ぎ方で続けて長く泳
いだり，決まった距離でのストローク数
に挑戦したりするなど，自分や友達の
能力に応じた記録への挑戦の仕方を
選んでいる。
・ペアやグループで互いの動きを見
合ったり，練習の補助をし合ったりす
ることを通して，見付けたポイントやお
互いの課題に適した練習方法を伝え
ている。
・友達とお互いの動きのよさを確かめ
合ったり称賛し合ったりしている。

・水泳運動が自己保全のために必要
であることを生かし，クロールや平泳
ぎをしたり，背浮きや浮き沈みをしたり
するなどの水泳運動に積極的に取り
組んでいる。
・自己や仲間の課題を解決するため
の練習では，練習場所やレーンの使
い方，補助の仕方などの約束を守り，
仲間と助け合っている。
・水泳運動で使用する用具の準備や
片付けなどで，分担された役割を果た
している。
・課題を見付けたり，解決方法を工夫
したりする際に，仲間の考えや取組を
認めている。
・プールの底・水面などに危険物がな
いかを確認したり，自己の体の調子を
確かめてから泳いだり，仲間の体の調
子にも気を付けるなど，水泳運動の心
得を守って安全に気を配っている。

〇走り幅跳び ・リズミカルな助走から力強く踏み切っ
て遠くへ跳び，自分の記録に挑戦した
り，走り幅跳びの競争をしたりする。

・走り幅跳びの行い方がわかる。
・７～９歩程度のリズミカルな助走をす
ることができる。
・幅30～40cm程度の踏切りゾーンで
力強く踏み切ることができる。
・かがみ跳びから両足で着地すること
ができる。

・走り幅跳びのポイントがわかり，自分
の課題を見付けている。
・自分の課題に適した練習方法や練
習の場を選んでいる。
・自分の能力に適した競争のルール
や記録への挑戦の仕方を選んでい
る。
・走り幅跳びのポイントや友達のよい
動きなどを，学習カードに記入したり，
振り返りの時間に発表したり，感想文
を書いたりしている。

・走り幅跳びに積極的に取り組んでい
る。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録な
どで，分担された役割を果たしてい
る。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を
工夫したりする際に，仲間の考えや取
組を認めている。
・走り幅跳びの場を整備したりするな
ど，用具の安全に気を配っている。
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E　ボール運動
〇ゴール型(フラッグフットボール)

・作戦を基に，攻め方や動き方を工夫
して，フラッグフットボールをする。

・フラッグフットボールの行い方がわか
る。
・近くにいるフリーの味方にパスを出
すことができる。
・ボール保持者と自己の間に守備者
が入らないように移動することができ
る。
・得点しやすい場所に移動し，パスを
受けてタッチダウンすることができる。
・ボール保持者とゴールの間に体を入
れて守備をすることができる。

・誰もが楽しくフラッグフットボールに
参加できるように，プレイヤーの人数
やコートの広さ，プレイの制限，得点
の仕方などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，
自分の役割を確認している。
・課題の解決のために，自分や友達が
行っていた動き方の工夫を，動作や言
葉，絵図，ICT機器を用いて記録した
動画などを使って友達に伝えている。

・フラッグフットボールの簡易化された
ゲームや練習に積極的に取り組んで
いる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見
合ったり，話し合ったりする際に，仲間
の考えや取組を認めている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具
などを片付けたり場の整備をしたりす
るとともに，用具の安全に気を配って

・シートバスケットボールの行い方が
わかる。
・近くにいるフリーの味方にパスを出
すことができる。
・相手に捕られない位置でドリブルを
することができる。
・ボール保持者と自己の間に守備者
が入らないように移動することができ
る。
・得点しやすい場所に移動し，パスを
受けてシュートなどをすることができ
る。
・ボール保持者とゴールの間に体を入
れて守備をすることができる。

・誰もが楽しくシートバスケットボール
に参加できるように，プレイヤーの人
数やコートの広さ，プレイの制限，得
点の仕方などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，
自分の役割を確認している。
・課題の解決のために，自分や友達が
行っていた動き方の工夫を，動作や言
葉，絵図，ICT機器を用いて記録した
動画などを使って友達に伝えている。

・シートバスケットボールの簡易化され
たゲームや練習に積極的に取り組ん
でいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見
合ったり，話し合ったりする際に，仲間
の考えや取組を認めている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具
などを片付けたり場の整備をしたりす
るとともに，用具の安全に気を配って
いる。

〇ベースボール型(ソフトボール) ・攻め方や守り方を工夫して，ソフト
ボールをする。

・ソフトボールの行い方がわかる。
・止まったボールや易しく投げられた
ボールをバットでフェアグラウンド内に
打つことができる。
・打球方向に移動し，捕球することが
できる。
・捕球する相手に向かって，投げるこ
とができる。
・塁間を全力で走塁することができる。
・守備の隊形をとって得点を与えない
ようにすることができる。

・誰もが楽しくソフトボールに参加でき
るように，プレイヤーの人数やコートの
広さ，プレイの制限，得点の仕方など
の規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，
自分の役割を確認している。
・課題の解決のために，自分や友達が
行っていた動き方の工夫を，動作や言
葉，絵図，ICT機器を用いて記録した
動画などを使って友達に伝えている。

・ソフトボールの簡易化されたゲーム
や練習に積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見
合ったり，話し合ったりする際に，仲間
の考えや取組を認めている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具
などを片付けたり場の整備をしたりす
るとともに，用具の安全に気を配って

〇ゴール型(シートバスケットボール) ・パスやシュートをしながら攻め方を工
夫して，シートバスケットボールをす
る。
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・生活や自然の中から，激しい感じや
急変する感じなどの題材を見つけ，表
したいイメージを感じを込めて踊る。

・表現「はげしく○○する」の行い方
がわかる。
・表現「はげしく○○する」のいろいろ
な題材からそれらの主な特徴を捉え，
表したい感じやイメージをひと流れの
動きで即興的に表現したり，グループ
で簡単なひとまとまりの動きにして表
現したりすることができる。
・題材から動きの変化や起伏の特徴
を捉え，そこに感情の変化や起伏を重
ねていくことができる。
・表したい感じやイメージを，素早く走
る－急に止まる，ねじる－回る，跳ぶ
－転がるなどの動きで変化を付けたり
繰り返したりして，激しい感じや急変す
る感じをメリハリ（緩急・強弱）のあるひ
と流れの動きにして即興的に踊ること
ができる。

・表現「はげしく○○する」のポイントが
わかり，自分の課題の解決策を考え
たり，課題に応じた見合いや交流の仕
方などを選んでいる。
・表現したい「イメージを強調する」た
めに，差のある動きや群の動きなどで
変化を付ける方法を選んでいる。
・表現したい「イメージを伝える」ため
に，一番盛り上げたい場面を明確に
し，急変する場面や取り入れる群の動
きを選んでいる。
・表したい感じやイメージが表現され，
踊りの特徴を捉えているかなどを確認
するための仕方を選んでいる。
・課題の解決のために友達と見合った
ところを他者に伝えている。

・表現「はげしく〇〇する」の表したい
感じやイメージを表現する運動に積極
的に取り組んでいる。
・表現に取り組む際に，互いの動きや
考えのよさを認め合っている。
・表現にグループで取り組む際に，仲
間と助け合っている。
・表現を行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・活動する場所の危険物を取り除くと
ともに，仲間とぶつからないよう，場の
安全に気を配っている。

・日本の民踊の行い方がわかる。
・日本の民踊の特徴を捉え，基本的な
ステップや動きを身に付けて，音楽に
合わせてみんなで楽しく踊って交流す
ることができる。
・日本の民踊に共通する特徴やそれ
ぞれの踊り方の特徴を捉え，構成され
た基本的な踊り方を身に付けて踊るこ
とができる。
・阿波踊り（徳島県）や春駒（岐阜県）
などの軽快なリズムの踊りでは，軽快
な足さばきや手振りで踊ることができ
る。
・ソーラン節（北海道）の力強い踊りで
は，低く踏みしめるような足取りや腰
の動きで踊ることができる。

〇フォークダンス・日本の民踊 ・「阿波踊り」「ソーラン節」「春駒」な
ど，日本の踊りの特徴を捉えてみんな
で踊る。

・日本の民踊のポイントがわかり，自
分の課題の解決策を考えたり，課題
に応じた見合いや交流の仕方などを
選んでいる。
・踊りの特徴を捉えているかなどを確
認するための仕方を選んでいる。
・課題の解決のために友達と見合った
ところを他者に伝えている。
・ペアのグループやクラス全体で踊り，
日本の民踊で身に付けた踊りの特徴
が出ているかを伝えている。

・日本の民踊で交流したりする運動に
積極的に取り組んでいる。
・日本の民踊に取り組む際に，互いの
動きや考えのよさを認め合っている。
・日本の民踊にグループで取り組む際
に，仲間と助け合っている。
・日本の民踊を行う場の設定や用具
の片付けなどで，分担された役割を果
たしている。
・踊る場所の危険物を取り除くととも
に，仲間とぶつからないよう，場の安
全に気を配っている。

F　表現運動
〇表現運動・はげしく〇〇する！
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・不安や悩みがあるということは誰も
が経験することであり，そうした場合に
は，家族や先生，友達などと話したり，
相談したりすること，仲間と遊ぶこと，
運動をしたり音楽を聴いたりすること，
呼吸法を行うことなどによって気持ち
を楽にしたり，気分を変えたりするなど
様々な方法があり，自分に合った適切
な方法で対処できることを理解してい
る。
・自己の心に不安や悩みがあるという
状態に気付くことや不安や悩みに対
処するために様々な経験をすること
は，心の発達のために大切であること
を理解している。
・不安や悩みへの対処として，体ほぐ
しの運動や深呼吸を取り入れた呼吸
法などを行うことができる。

・小学生の悩みにはどんなものがあ
り，どんなことについていちばん悩ん
でいるのかを調べ，他者に伝えてい
る。
・不安や悩みへの対処法にはどんな
ものがあるのかを話し合い，自分に
合った適切な対処法はなにかを考え，
選択している。
・心や体の緊張を和らげるための深呼
吸を試し，深呼吸する前と後ではどん
な変化があるのかを説明している。

・いろいろな悩みの例に注目し，自分
も同じような悩みはないか照らし合わ
せるなど，それぞれの項目に関心をよ
せている。
・不安や悩みの対処の仕方に関心を
もち，自分に合った対処の仕方を進ん
で考えようとしている。

Ｇ　保健
（１）心の健康
〇心の発達

・不安や緊張時には，動悸が激しく
なったり，腹痛を起こしたりすること，
体調が悪いときには，集中できなかっ
たり，落ち込んだ気持ちになったりす
ること，体調がよいときには，気持ちが
明るくなったり，集中できるようになっ
たりすることなど，心と体は深く影響し
合っていることがわかる。

・緊張したときや，うれしいときに体の
状態がどうなるかを考え，説明してい
る。
・睡眠不足や適切な運動をしたときに
心の状態がどうなるかを考え，説明し
ている。
・心と体はどのようにつながっている
のかを調べ，発表している。
・自分のふだんの生活の中で，心と体
が影響し合っていると思うことについ
て考え，記している。

・心配事があったときや緊張したとき
の体調の変化や，体の調子が悪かっ
たとき・よかったときの心の状態を，自
分の経験に照らし合わせて具体的に
思い出そうとしている。

・心は，人との関わり，あるいは自然と
のふれあいなど，様々な生活経験や
学習を通して，年齢とともに発達する
ことを理解できるようにする。
・心の発達について，自己の経験と学
習したことを関連付けて，よりよく発達
させる適切な方法を考えることができ
るようにする。
・心の発達について関心をもち，学習
活動に意欲的に取り組むことができる
ようにする。

・心は，感情，社会性，思考力など
様々なはたらきの総体として捉えるこ
とができることがわかる。
・心は多くの人との関わりや自然との
ふれあいなど様々な生活経験や学習
を通して，年齢に伴って発達すること
がわかる。
・心が発達することで，自分の感情を
コントロールしたり，相手の気持ちや
立場を理解したりすることができるよう
になることや筋道を立てて考えたりす
ることができるようになることがわか
る。

・心はどのように成り立っているのか
を調べたり，心は体のどこにあるのか
を考えたりして，説明している。
・心（感情，社会性，思考力など）は，
どのように発達してきたのか，小さいこ
ろの自分と比べて考え，説明してい
る。
・自分の心はどんなことを通して発達
してきたのか，自分の経験を振り返っ
て人との関わりなどから考え，他者に
伝えている。
・よりよく心を発達させるための自己の
課題を見付け，これからどんなことが
してみたいかを考えている。

・心の成り立ちやそのはたらきに関心
をもち，心が自分の小さいころと比べ
てどのように変わってきたか，進んで
小さいころを思い出して比較しようとし
ている。
・自分の感情をコントロールしたり，相
手の気持ちや立場を理解したり，自分
の気持ちをうまく相手に伝えたりして，
心をより豊かにしていこうとしている。
・自己の気持ちを上手に伝えられるよ
うになろうとするなど，他者とよりよい
コミュニケーションを取れるようになろ
うとしている。

〇心と体の関わり ・心と体の関わりを知り，心と体は深く
影響し合っていることを理解できるよう
にする。
・心と体の関わりについて，自己の経
験と学習したことを関連付けて考える
ことができるようにする。
・心と体の関わりについて資料を見た
り，生活を振り返ったりするなど，意欲
的に学習活動に取り組むことができる
ようにする。

〇不安やなやみなどへの対処 ・不安や悩みへの対処には，大人や
友達に相談する，仲間と遊ぶ，運動を
するなどいろいろな方法があることを
知り，呼吸法などの対処のしかたをで
きるようにする。
・不安や悩みに対処する様々な方法
を考え，学習したことを活用して，適切
な方法を選ぶことができるようにする。
・不安や悩みの対処法を進んで考え，
意欲的に学習活動に取り組むことが
できるようにする。
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・危険を予測した場面の中から，交通
事故に関連した危険な場面での行動
の仕方について，けがの防止の原則
に進んであてはめてみようとしている。

〇学校や地域でのけがの防止 ・学校や地域でのけがの防止には，周
囲の危険に気づくこと，的確な判断の
下に安全に行動すること，安全な環境
を整えることが必要であることを，理解
できるようにする。
・自分のけがに関わる経験を振り返
り，危険の予測や回避の方法を考え，
説明できるようにする。
・学校や地域でのけがの防止につい
て，生活を振り返ったり，危険の予測
や回避の方法を考えたりするなど，積
極的に学習に取り組むことができるよ
うにする。

・学校や地域でのけがを防ぐには，
ルールを守るとともに，危険を予測し
て，正しい判断をし，安全な行動をとる
ことが大切であることがわかる。
・学校や地域でのけがを防ぐには，危
険な場所の点検や修理などを通して，
安全な環境をつくることも必要である
ことがわかる。

・けがにつながる「かくれた危険」を見
つけ，その理由を説明している。
・どうすれば学校や地域でのけがを防
ぐことができるのかを調べ，説明して
いる。
・ある場面にどんな危険が潜んでいる
のか危険の予測をし，安全な行動の
仕方を考え，記している。
・学校や地域では危険を防ぐためにど
のような安全な環境づくりが行われて
いるのかを調べ，発表している。

・けがの防止の原則に関心をもち，学
校生活で危険を予測した様々な場面
について，進んであてはめてみようと
している。
・学校や地域，家庭における安全な環
境づくりについて，どのような工夫や
備えをしているのか，進んで調べよう
としている。

（２）けがの防止
〇けがや事故の起こり方

・けがや事故は人の行動と周りの環境
が原因で起こり，人の行動はそのとき
の心の状態や体の調子と関係してい
ることを理解できるようにする。
・けがや事故が起こる原因を人の行動
と周りの環境に分け，説明できるよう
にする。
・けがや事故が起こる原因について資
料を見たり，生活を振り返ったりするな
ど，積極的に学習活動に取り組むこと
ができるようにする。

・毎年多くの交通事故や水の事故が
発生し，けがをする人や死亡する人が
少なくないことがわかる。
・けがや事故の多くは，人の行動と周
りの環境が原因で起こっていることが
わかる。
・人の行動は，慌てていた，疲れてい
たなど，そのときの心の状態や体の調
子とも関係していることがわかる。

・けがや事故は何が原因で起こるのか
調べ，説明している。
・学校生活でのけがは，いつどこで多
く起こっているのかを知り，その理由を
人の行動と環境から説明している。
・様々な状況におけるけがや事故が
起こる原因を人の行動と周りの環境に
分けて考え，説明している。

・学校生活や日常の生活での事故や
けがの原因に関心をもち，危険予測
に進んで取り組もうとしている。
・事故やけがの起こり方の原則に照ら
し合わせて危険予測をし，いろいろな
場面での事故やけがの具体的な原因
を進んで探ろうとしている。

〇交通事故の防止 ・交通事故の防止には，周囲の危険
に気づくこと，的確な判断の下に安全
に行動すること，安全な環境づくりが
必要であることを，理解できるようにす
る。
・自己の周囲の環境を振り返り，危険
の予測や回避の方法を考え，説明で
きるようにする。
・交通事故の防止について，生活を振
り返ったり，危険の予測や回避の方法
を考えたりするなど，積極的に学習活
動に取り組むことができるようにする。

・交通事故の防止には，学校や地域で
のけがの防止と同じように，危険を予
測し，正しい判断をして安全な行動を
とることが大切であることがわかる。
・交通事故を防止するために様々な環
境づくりが行われていることがわか
る。

・交通事故はどんな場所で，どんなと
きに起こりやすいのかを理解して，説
明している。
・ある場面における交通事故の危険を
予測し，事故にあわないための安全な
行動を考えて，記している。
・交通事故を防ぐための安全な環境づ
くりとしてカーブミラーや横断禁止の標
識をどこに設置すればよいのかを考
え，その理由を説明している。
・自分の家の近くや通学路で交通事故
が起きそうな場所を思い浮かべて，交
通事故を防ぐ安全な行動を考えて，そ
の理由を書いている。
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〇けがの手当 ・自らできる簡単な手当には，傷口を
清潔にする，圧迫して出血を止める，
患部を冷やすなどの方法があることを
知り，手当ができるようにする。
・自分のけがに関わる経験を振り返っ
たり，学習したことを活用したりして，
けがの適切な手当の方法を考えたり，
選んだりできるようにする。
・けがの手当について，これまでの経
験を振り返ったり，実習に取り組んだ
りして，積極的に学習活動に取り組む
ことができるようにする。

・けがをしたときには，けがの種類や
程度などをできるだけ早く判断するこ
とが大切であることを理解している。
・軽いけがのときはすばやく自分で手
当をすることで，けがの悪化を防ぎ，
治りも早くなることがわかる。
・自分で手当ができない大きなけがの
ときや，自分で手当ができるかどうか
判断がつかないときは，すぐに近くの
大人に知らせることが大切であること
を理解している。
・自分でできる手当には，傷口を清潔
にする，圧迫して出血を止める，けが
をしたところを冷やすなどの方法があ
ることを知り，けがに合った適切な手
当の仕方を選んで簡単な手当ができ
る。

・学校で起きやすいけがをグラフから
読み取っている。
・けがをしたり，けがをしている人を見
たりしたときに，まず何をすればよい
のかを調べ，発表したりしている。
・手当の仕方の原則を知り，いろいろ
なけがの手当について他者に伝えて
いる。

・自分が校庭でけがをしたときのことを
想定して，どのように行動すればよい
のかを進んで考えている。

〇犯罪被害の防止 ・犯罪被害にあわないためには，犯罪
が起こりやすい場所を避けることや，
犯罪に巻き込まれそうになったらすぐ
に助けを求めることが必要であること
を理解できるようにする。
・犯罪被害から身を守るために，危険
を予測し，回避の方法を考えて，説明
できるようにする。
・犯罪被害の防止について，課題の解
決に向けての話し合いや発表などの
学習活動に，積極的に取り組むことが
できるようにする。

・犯罪から身を守るには，犯罪被害に
あいやすい場所を避けるなど，危険を
予測し，安全な行動をとることが大切
なことがわかる。
・犯罪被害に巻き込まれそうになった
ら，すぐに逃げたり，大声で助けを求
めたりすることが大切であることを理
解している。
・警察や地域の人々によって，危険な
場所の点検などの活動を通して安全
を守るための環境づくりが行われてい
ることがわかる。

・小学生が誘拐や暴力などの犯罪被
害にあいやすい場所がわかり，犯罪
被害にあいやすい理由を考え，説明し
ている。
・様々な場面において犯罪被害にあう
とどんな危険があるのかを予測し，犯
罪被害にあわないための安全な行動
の仕方を考えている。
・犯罪被害を防ぐための安全な環境づ
くりにはどんなものがあるのかを調
べ，他者に伝えている。

・自分たちが住んでいる地域におい
て，犯罪被害にあいやすい場所はどこ
か，進んで調べようとしている。
・自分たちが住んでいる地域におい
て，犯罪被害を防ぐためにどんな安全
な環境づくりが行われているか，進ん
で調べようとしている。
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〇体の動きを高める運動 ・体の動きを高めるためのいろいろな
運動の行い方を理解し，動きを工夫し
て体力を高める。

・体の動きを高める運動の行い方がわ
かる。
(ｱ)体の柔らかさを高めるための運動
　体の各部位の可動範囲を広げる体
の動きを高めることをねらいとして行う
運動ができる。
(ｲ)巧みな動きを高めるための運動
　人や物の動き，または場所の広さや
形状などの環境の変化に対応して，タ
イミングやバランスよく動いたり，リズミ
カルに動いたり，力の入れ方を加減し
たりする体の動きを高めることをねら
いとして行う運動ができる。
(ｳ)力強い動きを高めるための運動
　自己の体重を利用したり，人や物な
どの抵抗に対してそれを動かしたりす
ることによって，力強い動きを高めるこ
とをねらいとして行う運動ができる。
(ｴ)動きを持続する能力を高めるため
の運動
　一つの運動又は複数の運動を組み
合わせて一定の時間続けて行ったり，
一定の回数を反復して行ったりするこ
とによって，動きを持続する能力を高
めることをねらいとして行う運動ができ
る。

・自己の体力の状況を知ったり，様々
な動きを試したりすることを通して，体
の動きを高めるためにどのような運動
に取り組むとよいか，自己の課題を見
付けている。
・体の動きを高めるために，自己に
合った運動の行い方を選んでいる。
・どのようなポイントを意識して運動を
行うと動きが高まるのかを見付け，そ
れを生かした運動を工夫している。
・グループで工夫した運動の行い方
を，他のグループに例示して見せた
り，言葉で伝えたりしている。
・感想を伝える場面で，言葉のかけ方
や並び方などの条件を工夫することで
楽しく運動が行えたことを他者に説明
している。

・体の動きを高める運動に積極的に取
り組んでいる。
・運動を行う際の約束を守り，仲間と
助け合っている。
・運動を行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・運動の行い方について仲間の気付
きや考え，取組のよさを認めている。
・運動の場の危険物を取り除くととも
に，用具の使い方や周囲の安全に気
を配っている。

体育 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ａ　体つくり運動
〇体ほぐしの運動

・いろいろな体ほぐしの運動を行い，
仲間と体を動かす楽しさや心地よさを
味わう。

・体ほぐしの運動の行い方がわかる。
・手軽な運動を行い，体を動かす楽し
さや心地よさを味わうことを通して，自
己や仲間の心と体の状態に気付いた
り，仲間と豊かに関わり合ったりするこ
とができる。

・心と体の関係を理解し，友達と関わ
り合ったりするなどのねらいに応じた
活動を選んでいる。
・様々な運動を行って比較することで，
気付きや関わり合いが深まりやすい
運動を選んでいる。
・運動を行うと心と体が軽やかになっ
たことやみんなでリズムに乗って運動
をすると楽しさが増したことなどを学習
カードに書き，振り返りの時間に発表
している。

・体ほぐしの運動に積極的に取り組ん
でいる。
・運動を行う際の約束を守り，仲間と
助け合っている。
・運動を行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・運動の行い方について仲間の気付
きや考え，取組のよさを認めている。
・運動の場の危険物を取り除くととも
に，用具の使い方や周囲の安全に気
を配っている。
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Ｂ　器械運動
〇マット運動

・技に挑戦したり，技を組み合わせた
り，仲間と動きを合わせたりする。

・マット運動のいろいろな技の行い方
がわかる。
・自分の力に合った回転系や巧技系
の基本的な技を安定して行ったり，そ
の発展技に取り組んだりすることがで
きる。
・選んだ技を自己やグループで繰り返
すことができる。
・技を選んでそれらにバランスやジャ
ンプなどを加えて組み合わせたり，ペ
アやグループで動きを組み合わせて
演技をつくったりできる。
○開脚前転（更なる発展技：易しい場
での伸膝前転）
○補助倒立前転（更なる発展技：倒立
前転，跳び前転）
○伸膝後転（更なる発展技：後転倒
立）
○倒立ブリッジ（更なる発展技：前方
倒立回転）
○ロンダート

・マット運動のポイントを理解し，自分
や友達の動きを照らし合わせて課題
を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複
数の場の中から自分の課題に適した
練習の場を選んでいる。
・グループの中で観察し合ったり，学
習カードやＩＣＴ機器を活用したりして
見付けた，演技のこつやわかったこと
を，文字や図で書いたり映像を活用し
て発表したりするなどして伝えている。

・マット運動の基本的な技や発展技，
それらの技を組み合わせることに積極
的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うな
ど，学習の仕方や約束を守り，仲間と
助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，
分担された役割を果たしている。
・技や演技を行うなかでわかったこと
を伝えたり，課題の解決方法を工夫し
たりする際に，仲間の考えや取組を認
めている。
・けがのないように，互いの服装や髪
形に気を付けたり，場の危険物を取り
除いたりするとともに，試技の前後な
どに器械・器具の安全に気を配ってい
る。

〇鉄棒運動 ・できそうな技に挑戦したり，できる技
を組み合わせたりして，鉄棒運動を楽
しむ。

・鉄棒運動のいろいろな技の行い方が
わかる。
・自分の力に合った支持系の基本的
な技を安定して行ったり，その発展技
に取り組んだりすることができる。
・選んだ技を自己やグループで繰り返
したり，組み合わせたりすることができ
る。
○前方支持回転（更なる発展技：前方
伸膝支持回転）
○片足踏み越し下り（更なる発展技：
横とび越し下り）
○膝掛け上がり（更なる発展技：もも
掛け上がり）
○前方もも掛け回転
○逆上がり
○後方支持回転（更なる発展技：後方
伸膝支持回転）
○後方もも掛け回転

・鉄棒運動のポイントを理解し，自分
や友達の動きを照らし合わせて課題
を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複
数の場の中から自分の課題に適した
練習の場を選んでいる。
・グループの中で観察し合ったり，学
習カードやＩＣＴ機器を活用したりして
見付けた，演技のこつやわかったこと
を，文字や図で書いたり映像を活用し
て発表したりするなどして伝えている。

・鉄棒運動の基本的な技や発展技，そ
れらの技を組み合わせることに積極
的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うな
ど，学習の仕方や約束を守り，仲間と
助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，
分担された役割を果たしている。
・技や演技を行うなかでわかったこと
を伝えたり，課題の解決方法を工夫し
たりする際に，仲間の考えや取組を認
めている。
・けがのないように，互いの服装や髪
形に気を付けたり，場の危険物を取り
除いたりするとともに，試技の前後な
どに器械・器具の安全に気を配ってい
る。
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Ｃ　陸上運動
〇短距離走・リレー

・よりよい走り方を身に付けて，短距離
走の日本記録に挑戦したり，みんなの
力を生かす作戦を工夫して，チームの
合計記録を縮めることに挑戦したりす
る。

・短距離走やリレーの行い方がわか
る。
・スタンディングスタートから，素早く走
り始めることができる。
・体を軽く前傾させて全力で走ることが
できる。
・テークオーバーゾーン内で，減速の
少ないバトンの受渡しをすることがで
きる。

・短距離走・リレーのポイントがわか
り，自分の課題を見付けている。
・自分の課題に適した練習方法や練
習の場を選んでいる。
・自分の能力に適した競走のルール
や記録への挑戦の仕方を選んでい
る。
・短距離走・リレーのポイントや友達の
よい動きなどを，学習カードに記入し
たり，振り返りの時間に発表したり，感
想文を書いたりしている。

・短距離走・リレーに積極的に取り組
んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録な
どで，分担された役割を果たしてい
る。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を
工夫したりする際に，仲間の考えや取
組を認めている。
・短距離走やリレーの場の危険物を取
り除くなど，用具の安全に気を配って
いる。

〇跳び箱運動 ・いろいろな技に挑戦し，安定した跳び
方ができるようにする。

・跳び箱運動のいろいろな技の行い方
がわかる。
・自分の力に合った切り返し系や回転
系の基本的な技を安定して行ったり，
その発展技に取り組んだりすることが
できる。
○かかえ込み跳び（更なる発展技：屈
身跳び）
○伸膝台上前転
○頭はね跳び（更なる発展技：前方屈
腕倒立回転跳び）

・跳び箱運動のポイントを理解し，自
分や友達の動きを照らし合わせて課
題を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複
数の場の中から自分の課題に適した
練習の場を選んでいる。
・グループの中で観察し合ったり，学
習カードやＩＣＴ機器を活用したりして
見付けた，演技のこつやわかったこと
を，文字や図で書いたり映像を活用し
て発表したりするなどして伝えている。

・跳び箱運動の基本的な技や発展
技，それらの技を組み合わせることに
積極的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うな
ど，学習の仕方や約束を守り，仲間と
助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，
分担された役割を果たしている。
・技や演技を行うなかでわかったこと
を伝えたり，課題の解決方法を工夫し
たりする際に，仲間の考えや取組を認
めている。
・けがのないように，互いの服装や髪
形に気を付けたり，場の危険物を取り
除いたりするとともに，試技の前後な
どに器械・器具の安全に気を配ってい
る。

〇走り高跳び ・リズミカルな助走から力強く踏み切っ
て高く跳び，自分の記録に挑戦した
り，走り高跳びの競争をしたりする。

・走り高跳びの行い方がわかる。
・５～７歩程度のリズミカルな助走をす
ることができる。
・上体を起こして力強く踏み切ることが
できる。
・はさみ跳びで，足から着地することが
できる。

・走り高跳びのポイントがわかり，自分
の課題を見付けている。
・自分の課題に適した練習方法や練
習の場を選んでいる。
・自分の能力に適した競争のルール
や記録への挑戦の仕方を選んでい
る。
・走り高跳びのポイントや友達のよい
動きなどを，学習カードに記入したり，
振り返りの時間に発表したり，感想文
を書いたりしている。

・走り高跳びに積極的に取り組んでい
る。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録な
どで，分担された役割を果たしてい
る。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を
工夫したりする際に，仲間の考えや取
組を認めている。
・走り高跳びの場の危険物を取り除い
たり，整備したりするとともに，用具の
安全に気を配っている。
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〇２種競技（走り幅跳び・ソフトボール
投げ）

・走り幅跳びとソフトボール投げの２種
競技をして，記録に挑戦したり，得点
競争をしたりする。

・走り幅跳びとソフトボール投げの２種
競技の行い方がわかる。
【走り幅跳び】
・７～９歩程度のリズミカルな助走をす
ることができる。
・幅30～40cm程度の踏切りゾーンで
力強く踏み切ることができる。
・かがみ跳びから両足で着地すること
ができる。

【ソフトボール投げ】
・投げる手と反対の足を踏み出すこと
ができる。
・踏み出す足に体重を乗せることがで
きる。
・手を大きく振って投げることができ
る。

・走り幅跳びとソフトボール投げのポイ
ントがわかり，自分の課題を見付けて
いる。
・自分の課題に適した練習方法や練
習の場を選んでいる。
・自分の能力に適した競争のルール
や記録への挑戦の仕方を選んでい
る。
・走り幅跳びとソフトボール投げのポイ
ントや友達のよい動きなどを，学習
カードに記入したり，振り返りの時間に
発表したり，感想文を書いたりしてい
る。

・走り幅跳びとソフトボール投げの２種
競技に積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録な
どで，分担された役割を果たしてい
る。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を
工夫したりする際に，仲間の考えや取
組を認めている。
・走り幅跳びやソフトボール投げの場
の危険物を取り除いたり，それぞれの
場の整備をしたりするとともに，用具
の安全に気を配っている。
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Ｄ　水泳運動
〇水泳運動

・安全確保に繋がる動きができるよう
になる。平泳ぎやクロールで長く泳げ
るようになる。

【クロール】
・クロールの行い方がわかる。
・手を左右交互に前方に伸ばして水に入
れ，水を大きくかくことができる。
・柔らかく足を交互に曲げたり伸ばしたりし
て，リズミカルなばた足をすることができる。
・肩のローリングを用い，体を左右に傾けな
がら顔を横に上げて呼吸をすることができ
る。
・左右の手を入れ替える動きに呼吸を合わ
せて，続けて長く泳ぐことができる。

【平泳ぎ】
・平泳ぎの行い方がわかる。
・両手を前方に伸ばし，ひじを曲げながら円
を描くように左右に開き，水をかくことができ
る。
・足の親指を外側に開いて左右の足の裏や
脚の内側で水を挟み出すとともに，キックの
後に伸びの姿勢を保つことができる。
・手の動きに合わせて呼吸することができ
る。
・キックをした勢いを利用してしばらく伸び，
続けて長く泳ぐことができる。

【安全確保につながる運動】
・安全確保につながる運動の行い方がわか
る。
・顔以外の部位がしっかりと水中に入った背
浮きの姿勢を維持することができる。
・大きく息を吸ってだるま浮きをした状態で，
仲間に背中を押して沈めてもらい，息を止め
てじっとして水面に浮上する浮き沈みを続け
ることができる
・タイミングよく呼吸をしたり，手や足を動か
したりして，続けて長く浮くことができる。
・息を一度に吐き出し呼吸することができ
る。

・学習カードや掲示物などを活用して，
水泳運動のポイントと自分や仲間の
動きを照らし合わせ，課題を見付けて
いる。
・クロールや平泳ぎで進んだ距離や，
浮き沈みの回数，背浮きの時間などを
自分で決めて挑戦し，自分の課題を
見付けている。
・自分の課題に応じた練習の場や仕
方を選んでいる。
・自分で選んだ泳ぎ方で続けて長く泳
いだり，決まった距離でのストローク数
に挑戦したりするなど，自分や友達の
能力に応じた記録への挑戦の仕方を
選んでいる。
・ペアやグループで互いの動きを見
合ったり，練習の補助をし合ったりす
ることを通して，見付けたポイントやお
互いの課題に適した練習方法を伝え
ている。
・友達とお互いの動きのよさを確かめ
合ったり称賛し合ったりしている。

・水泳運動が自己保全のために必要
であることを生かし，クロールや平泳
ぎをしたり，背浮きや浮き沈みをしたり
するなどの水泳運動に積極的に取り
組んでいる。
・自己や仲間の課題を解決するため
の練習では，練習場所やレーンの使
い方，補助の仕方などの約束を守り，
仲間と助け合っている。
ウ　水泳運動で使用する用具の準備
や片付けなどで，分担された役割を果
たしている。
・課題を見付けたり，解決方法を工夫
したりする際に，仲の考えや取組を認
めている。
・プールの底・水面などに危険物がな
いかを確認したり，自己の体の調子を
確かめてから泳いだり，仲間の体の調
子にも気を付けるなど，水泳運動の心
得を守って安全に気を配っている。
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E　ボール運動
〇ネット型(ソフトバレーボール)

・攻めの組み立て方を工夫して，ソフト
バレーボールをする。

・ソフトバレーボールの行い方がわか
る。
・自陣のコート（中央付近）から相手
コートに向けサービスを打ち入れるこ
とができる。
・ボールの方向に体を向けて，その方
向に素早く移動することができる。
・味方が受けやすいようにボールをつ
なぐことができる。
・片手，両手を使って，相手コートに
ボールを打ち返すことができる。

・誰もが楽しくソフトバレーボールに参
加できるように，プレイヤーの人数や
コートの広さ，プレイの制限，得点の
仕方などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，
自分の役割を確認している。
・課題の解決のために，自分や友達が
行っていた動き方の工夫を，動作や言
葉，絵図，ICT機器を用いて記録した
動画などを使って友達に伝えている。

・ソフトバレーボールの簡易化された
ゲームや練習に積極的に取り組んで
いる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見
合ったり，話し合ったりする際に，仲間
の考えや取組を認めている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具
などを片付けたり場の整備をしたりす

〇ゴール型(シートバスケットボール) ・パスやシュートをしながら攻め方を工
夫して，シートバスケットボールをす
る。

・シートバスケットボールの行い方が
わかる。
・近くにいるフリーの味方にパスを出
すことができる。
・相手に捕られない位置でドリブルを
することができる。
・ボール保持者と自己の間に守備者
が入らないように移動することができ
る。
・得点しやすい場所に移動し，パスを
受けてシュートなどをすることができ
る。
・ボール保持者とゴールの間に体を入
れて守備をすることができる。

・誰もが楽しくシートバスケットボール
に参加できるように，プレイヤーの人
数やコートの広さ，プレイの制限，得
点の仕方などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，
自分の役割を確認している。
・課題の解決のために，自分や友達が
行っていた動き方の工夫を，動作や言
葉，絵図，ICT機器を用いて記録した
動画などを使って友達に伝えている。

・シートバスケットボールの簡易化され
たゲームや練習に積極的に取り組ん
でいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見
合ったり，話し合ったりする際に，仲間
の考えや取組を認めている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具
などを片付けたり場の整備をしたりす
るとともに，用具の安全に気を配って

〇ゴール型(フリーゾーンサッカー) ・パスやシュートをしながら，攻め方を
工夫して，フリーゾーンサッカーをす
る。

・フリーゾーンサッカーの行い方がわ
かる。
・近くにいるフリーの味方にパスを出
すことができる。
・相手に捕られない位置でドリブルを
することができる。
・ボール保持者と自己の間に守備者
が入らないように移動することができ
る。
・得点しやすい場所に移動し，パスを
受けてシュートなどをすることができ
る。
・ボール保持者とゴールの間に体を入
れて守備をすることができる。

・誰もが楽しくフリーゾーンサッカーに
参加できるように，プレイヤーの人数
やコートの広さ，プレイの制限，得点
の仕方などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，
自分の役割を確認している。
・課題の解決のために，自分や友達が
行っていた動き方の工夫を，動作や言
葉，絵図，ICT機器を用いて記録した
動画などを使って友達に伝えている。

・フリーゾーンサッカーの簡易化された
ゲームや練習に積極的に取り組んで
いる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け
合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見
合ったり，話し合ったりする際に，仲間
の考えや取組を認めている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具
などを片付けたり場の整備をしたりす
るとともに，用具の安全に気を配って
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・表現「踊る！　思い出の○○」の表し
たい感じやイメージを表現する運動に
積極的に取り組んでいる。
・表現に取り組む際に，互いの動きや
考えのよさを認め合っている。
・表現にグループで取り組む際に，仲
間と助け合っている。
・表現を行う場の設定や用具の片付
けなどで，分担された役割を果たして
いる。
・活動する場所の危険物を取り除くと
ともに，仲間とぶつからないよう，場の
安全に気を配っている。

〇フォークダンス・世界のフォークダン
ス

・「マイム・マイム」「コロブチカ」「グスタ
フススコール」など，世界の踊りの特
徴を捉えて踊る。

・フォークダンスの行い方がわかる。
・外国の踊り特徴を捉え，基本的なス
テップや動きを身に付けて，音楽に合
わせてみんなで楽しく踊って交流する
ことができる。
・マイム・マイム（イスラエル）などのシ
ングルサークルで踊る力強い踊りで
は，みんなで手をつなぎ，かけ声をか
けて力強くステップを踏みながら移動
して踊ることができる。
・コロブチカ（ロシア）などのパートナー
チェンジのある軽快な踊りでは，パー
トナーと組んでスリーステップターンな
どの軽快なステップで動きを合わせた
り，パートナーチェンジをスムーズに
行ったりしながら踊ることができる。
・グスタフス・スコール（スウェーデン）
などの特徴的な隊形と構成の踊りで
は，前半の厳かな挨拶の部分と後半
の軽快なスキップやアーチくぐりなど
の変化を付けて，パートナーや全体で
スムーズに隊形移動しながら踊ること
ができる。

・外国のフォークダンスのポイントがわ
かり，自分の課題の解決策を考えた
り，課題に応じた見合いや交流の仕方
などを選んでいる。
・踊りの特徴を捉えているかなどを確
認するための仕方を選んでいる。
・課題の解決のために友達と見合った
ところを他者に伝えている。
・ペアのグループやクラス全体で踊り，
身に付けた踊りの特徴が出ているか
を伝えている。

・外国のフォークダンスで交流したりす
る運動に積極的に取り組んでいる。
・フォークダンスに取り組む際に，互い
の動きや考えのよさを認め合うこと。
・フォークダンスにグループで取り組む
際に，仲間と助け合うこと。
・フォークダンスを行う場の設定や用
具の片付けなどで，分担された役割を
果たすこと。
・活動する場所の危険物を取り除くと
ともに，仲間とぶつからないよう，場の
安全に気を配ること。

F　表現運動
〇表現運動・踊る！　思い出の○○

・生活や自然，社会のいろいろな題材
の中から，印象的なできごとを見つ
け，表したいイメージを感じを込めて踊
る。

・表現「踊る！　思い出の○○」の行い
方がわかる。
・表現「踊る！　思い出の○○」のいろ
いろな題材からそれらの主な特徴を捉
え，表したい感じやイメージをひと流れ
の動きで即興的に表現したり，グルー
プで簡単なひとまとまりの動きにして
表現したりすることができる。
・題材から動きの変化や起伏の特徴
を捉え，そこに感情の変化や起伏を重
ねていくことができる。
・表したい感じやイメージを，素早く走
る－急に止まる，ねじる－回る，跳ぶ
－転がるなどの動きで変化を付けたり
繰り返したりして，激しい感じや急変す
る感じをメリハリ（緩急・強弱）のあるひ
と流れの動きにして即興的に踊ること
ができる。

・表現「踊る！　思い出の○○」のポイ
ントがわかり，自分の課題の解決策を
考えたり，課題に応じた見合いや交流
の仕方などを選んでいる。
・表現したい「イメージを強調する」た
めに，差のある動きや群の動きなどで
変化を付ける方法を選んでいる。
・表現したい「イメージを伝える」ため
に，一番盛り上げたい場面を明確に
し，急変する場面や取り入れる群の動
きを選んでいる。
・表したい感じやイメージが表現され，
踊りの特徴を捉えているかなどを確認
するための仕方を選んでいる。
・課題の解決のために友達と見合った
ところを他者に伝えている。
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〇生活習慣病の予防① ・生活習慣病を予防するには，運動，
食事，睡眠などについて，健康によい
生活習慣を身に付けることが必要で
あることを理解できるようにする。
・生活習慣病の原因となる生活習慣に
ついて考え，生活習慣病を予防する
方法について説明することができるよ
うにする。
・生活習慣病に関心をもち，学習した
知識をもとに自分の生活を振り返るな
ど，進んで学習活動に取り組むことが
できるようにする。

・心臓病や脳卒中などの生活習慣病
は，運動不足や，糖分，脂肪分，塩分
の取り過ぎ，不規則な生活などが関係
して起こることがわかる。
・生活習慣病を予防するには，適切な
運動，栄養のバランスのよい食事，十
分な休養・睡眠など，毎日の生活の仕
方に気をつけて，健康によい生活習
慣を身に付けることが大切であること
がわかる。

・生活習慣病にはどんなものがあるの
か，また，健康によくない生活と生活
習慣病にはどんな関係があるのかを
調べ，自分の考えを他者に伝えてい
る。
・具体的な事例における生活習慣病を
予防するための方法を理由とともに考
え，記している。

・自分の生活を振り返って，生活習慣
病を防ぐためにこれから実行したいこ
とを進んで考え，日常生活に生かそう
としている。

Ｇ　保健
（３）病気の予防
〇病気の起こり方

・病気は病原体，体の抵抗力，生活行
動，環境などが関わり合って起こるこ
とを理解できるようにする。
・病気の原因について，病原体，体の
抵抗力，生活行動，環境などの要因
に分類して考え，説明できるようにす
る。
・いろいろな病気やその起こり方につ
いて関心をもち，課題の解決に協力し
て取り組むことができるようにする。

・体が冷えたときや，夜ふかしなどの
健康によくない生活を続けていたとき
に，かぜの病原体が体の中に入ると
かぜをひきやすくなる。このように，か
ぜは様々な原因が関わり合って起こる
ことがわかる。
・病気は，病原体，体の抵抗力，生活
の仕方，環境などが関わり合って起こ
ることがわかる。
・病気の予防には病気の起こり方を
知っておくことが大切であることを理解
している。

・どんなときにかぜをひくのか，自分の
経験を思い出して，自分の考えを他者
に伝えている。
・かぜを参考にして，いろいろな病気
はどんなことが関わり合って起こるの
かを考え，説明している。

・日ごろ経験しているかぜなどの病気
について，その原因を進んで調べよう
としている。
・病気から体を守る様々なはたらきに
関心をもち，資料等で調べようとして
いる。

〇感染症の予防 ・病原体が主な原因となって起こる病
気の予防には，病原体が体に入るの
を防ぐことや病原体に対する体の抵
抗力を高めておくことが必要であるこ
とを理解できるようにする。
・感染症の予防の仕方を考えたり，選
んだりした方法がなぜ適切であるか，
理由をあげて学習カードに書くことが
できるようにする。
・病気の予防について，課題の解決に
向けての話し合いや発表などの学習
活動に，進んで取り組むことができる
ようにする。

・病原体には多くの種類があり，体の
中への入りからもさまざまである。イン
フルエンザや結核，はしか，風しんな
どの病原体は，主に空気を通して体
の中へ入ることがわかる。
・食中毒の原因となるノロウイルスな
どの病原体は，病原体が付いた手や
食べ物を通して体の中へ入ることがわ
かる。
・病原体の種類によって体に現れる症
状も違うことがわかる。
・感染症を予防するには，病原体が発
生するもとをなくすこと，移る道筋を断
ち切ることなど，病原体を体の中に入
れないようにすることが必要であるこ
と。また，体の抵抗力を高めておくと病
気にかかりにくくなることがわかる。

・インフルエンザウイルスや食中毒の
原因となる病原体がどのようにして体
の中に入るのかを調べ，説明してい
る。
・感染症を予防するには，どうすれば
よいのかを病原体の体の中への入り
方などから自分の考えを他者に伝え
ている。

・インフルエンザや結核，食中毒，エイ
ズなどの病気について，その特徴や
感染の仕方，予防の仕方を進んで調
べようとしている。
・自分の生活を振り返って，感染症を
予防するためにこれから気をつけよう
と思うことやその理由を進んで考えて
いる。
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〇喫煙の害 ・喫煙には，急性の害と慢性の害があ
ることや受動喫煙により周囲の人々の
健康にも害を及ぼすことを理解できる
ようにする。
・喫煙と健康について，害や体への影
響を考え，説明できるようにする。
・喫煙の害について資料を見たり，生
活を振り返ったりするなど，進んで学
習活動に取り組むことができるように
する。

・喫煙は，肺や心臓，脳，胃などに悪
い影響を与えること。また，一度習慣
になると簡単にはやめられなくなり，長
い間吸い続けると，肺がんや心臓病な
どにかかりやすくなることがわかる。
・たばこを吸い始めた時期が早く，吸っ
ている期間が長いほど，体への害も
大きくなるため，未成年の喫煙は法律
で禁止されていることがわかる。
・たばこの煙には，たくさんの有害物
が含まれており，たばこを吸わない人
でもたばこの煙を吸い込むこと（受動
喫煙）で，健康に害が生じることがわ
かる。

・たばこを吸うと肺にどんな影響があ
るのかを２枚の写真から考えている。
・たばこを吸うと体にどんな影響があ
るのかを調べ，すぐに体に現れる害と
長い間の喫煙によって現れる害に分
けて発表している。
・どんな場所が喫煙を制限したり，禁
煙にしたりしているのか，その理由を
考え，発表している。

・たばこを人からすすめられた場合に
は，声に出して，はっきりと断る意志と
態度を示している。

〇生活習慣病の予防② ・むし歯や歯周病の予防には，毎日の
生活の仕方が関係していることを理解
できるようにする。
・むし歯や歯周病の予防方法につい
て，学習した知識を活用して具体的に
考え，説明できるようにする。
・口腔の衛生を保つための生活習慣
について，自己の生活を振り返った
り，これからの生活の仕方を考えたり
しながら，進んで学習活動に取り組む
ことができるようにする。

・むし歯は，歯垢の中の細菌が，糖分
を酸に変え，その酸が歯を溶かすこと
で起こり，食事中や食後は酸が強くな
るので，口の中を清潔にしておかない
と，歯のとけた状態が長く続き，むし歯
になりやすくなることがわかる。
・むし歯や歯周病を予防するには，食
後や寝る前に歯を磨いて，口の中をい
つも清潔にしておくことが大切なこと。
また，甘いものを控えめにするなど，
糖分を取り過ぎないようにすることも
予防になることがわかる。

・むし歯や歯周病がどのようにして起
こるのか，その仕組みを調べ，他者に
伝えている。
・具体的な事例においてむし歯になり
やすい生活習慣について考え，発表し
たりしている。
・具体的な事例においてむし歯になら
ないためのアドバイスを考え，書いて
いる。

・自分の生活を振り返って，むし歯や
歯周病を防ぐためにこれから実行した
いことを進んで考え，日常生活に生か
そうとしている。

・飲酒を続けていると脳にどんな影響
があるのかを２枚の写真から考えてい
る。
・飲酒を続けていると体にどんな影響
があるのかを調べ，すぐに体に現れる
害と長い間の飲酒によって現れる害
に分けて発表している。

・酒を人からすすめられた場合には，
声に出して，はっきりと断る意志と態
度を示している。

〇飲酒の害 ・飲酒は，判断力が鈍る，呼吸や胸が
苦しくなるなどの影響がすぐに現れる
ことや，飲酒を長い間続けると肝臓が
んなどの病気の原因になることを理解
できるようにする。
・飲酒の害や体への影響を考え，説明
することができるようにする。
・飲酒と健康について関心をもち，課
題の解決に協力して取り組むことがで
きるようにする。

・酒類に含まれているアルコールは，
脳のはたらきを低下させるため，酒を
飲むと注意力や判断力がにぶり，事
故やけがを引き起こすこと。また，呼
吸や胸が苦しくなるなど体への影響も
現れることがわかる。
・一度に多量の酒を飲むと急性アル
コール中毒になって死亡することがあ
ることがわかる。
・飲酒の習慣は，肝臓，脳，胃，食道，
腸，心臓などに負担をかけて多くの病
気を引き起こすことがわかる。
・体の発育する時期の飲酒は心身に
およぼす害が特に大きいので，未成
年の飲酒は法律で禁止されていること
がわかる。
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〇地域の保健活動 ・人々の病気を予防するために，保健
所や保健センターなどでは，健康な生
活習慣に関わる情報提供や予防接種
などの活動が行われていることを理解
できるようにする。
・地域の様々な保健活動の取り組み
の中から，人々の病気を予防するた
めの取り組みを選ぶことができるよう
にする。
・地域の保健活動について，課題の解
決に向けての調べ学習や発表などの
学習活動に，進んで取り組むことがで
きるようにする。

・保健所や保健センターでは，病気の
予防や人々の健康づくりのために，健
康的な生活習慣に関わる情報の提供
や予防接種など，様々な活動が行わ
れていることなどから，私たちの健康
は地域の様々な活動に支えられてい
ることがわかる。

・健康のために自分が気をつけている
こと，また，学校で行われている活動
について考えている。
・人々の健康を守るために地域の保
健所や保健センターでどんな活動が
行われているのかを調べ，発表したり
している。

・自分たちの住んでいる地域の保健所
や保健センターでどんな活動が行わ
れているのかを進んで調べようとして
いる。

〇薬物乱用の害 ・薬物乱用は，１回の乱用で死に至る
ことがあり，乱用を続けるとやめられ
なくなって，心身の健康に深刻な害を
与えることを理解できるようにする。
・薬物乱用の害や周りの人への影響
を考え，説明することができるようにす
る。
・薬物乱用について，課題の解決に向
けての話し合いや発表などの学習活
動に，進んで取り組むことができるよう
にする。

・薬物乱用とは，医薬品を医療以外の
目的で使ったり，シンナーなどの化学
物質を本来の目的以外に不正に使っ
たりすることであり，１回の使用でも乱
用になることがわかる。
・薬物の乱用は心身に重大な障害を
引き起こし，１回の乱用でも死ぬことが
あることがわかる。
・薬物には「依存性」があり，軽い気持
ちで使うとやめられなくなること。また，
乱用を続けると自分の心身の健康に
重大な害をあたえるほか，犯罪や事
故など，社会的な事件を引き起こし，
周りの人にたいへんな迷惑をかけるこ
とがわかる。
・薬物の乱用は法律で禁止されている
ことがわかる。

・シンナーなどの薬物を乱用すると，
体にどんな影響があるのかを調べ，
発表している。
・薬物乱用のこわさについて考え，他
者に伝えたり，発表したりしている。

・薬物には手を出さないという自分の
決意とその理由を書いて，強い意志を
示している。


